
平成31年1月23日庁議資料
企   画   政   策   部

番号 事業名 所　　管

1 保育所待機児童解消緊急対策 子ども家庭部

2 子どもの貧困対策
子ども家庭部
（福祉部）

（教育推進部）

3 文京区版ネウボラ事業（産後ケア事業）の拡充 保健衛生部

4 英語体験学習事業 教育推進部

5 プレゼンテーション能力向上プログラム 教育推進部

6 就学援助の拡充 教育推進部

7 英語力向上推進事業 教育推進部

8 中学校特別支援教室事業 教育推進部

9 児童館・育成室　防犯カメラの設置 教育推進部

10 教育情報ネットワーク環境整備の充実 教育推進部

11 学校施設のトイレ洋式化等改修 教育推進部

12 ミドル・シニア目線を活かした発信力強化事業 福祉部

13 介護人材確保・定着等支援事業 福祉部

14 社会参加と将来の介護を見据えた「自分史」作成支援事業 福祉部

15 地域密着型サービス施設整備費補助 福祉部

16 民間事業者による高齢者施設の整備 福祉部

17 公衆浴場クリーンエネルギー燃料費補助 保健衛生部

18 骨髄移植ドナー支援制度 保健衛生部

平成30年度主要事業進行管理 進行状況報告（第3四半期）について

○　子育て・教育

○　福祉・健康
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番号 事業名 所　　管

19 各種認証取得補助 区民部

20 商店街おもてなし情報発信事業 区民部

21
【ホストタウンの取組①】文京スポーツセンターリニューアルイベ
ント

アカデミー推進部

22 【ホストタウンの取組②】JETプログラムを活用したCIRの導入 アカデミー推進部

23
【ホストタウンの取組③】ドイツ料理の日　～ホストタウン給食
キャラバン～

アカデミー推進部
（教育推進部）

24 BUNKYO2020「文の京めぐり」 アカデミー推進部

25
文京スポーツボランティア事業（ボランティア・リーダーの育成と
活用）

アカデミー推進部

26 まるキャンマーケット　～夏の陣、冬の陣～ アカデミー推進部

27 「文の京」歴史再発見　～江戸から明治～ アカデミー推進部

28 インバウンド歓迎戦略2018～外国人まるごとおもてなしプラン～ アカデミー推進部

29 展望ラウンジ超観光拠点化事業 アカデミー推進部

30 ドイツ・カイザースラウテルン市姉妹都市提携30周年記念事業 アカデミー推進部

31 災害対策の充実・強化に向けた避難所開設キットの導入 総務部

32 熊本地震等を踏まえた備蓄物資の充実 総務部

33 マンション管理適正化支援事業 都市計画部

34 不燃化推進特定整備地区（不燃化特区）事業の推進 都市計画部

35 無電柱化推進計画策定 土木部

36 次世代自動車導入の推進 資源環境部

37 アスベスト調査分析専門員派遣事業 資源環境部

38
文京区民チャンネル開局30周年記念　区民参加型によるＰＲ動画制
作とその活用

企画政策部

39 効果的・効率的な区有施設の維持・保全 施設管理部

○　行財政運営

○　まちづくり・環境

○　コミュニティ・産業・文化

- 2 -



番号 事業名 所　　管

40 特別養護老人ホーム文京大塚みどりの郷の大規模改修 福祉部

41 大塚福祉作業所の大規模改修 福祉部

42 旧区立特別養護老人ホームの大規模改修 福祉部

43 公園再整備事業 土木部

44 誠之小学校改築 教育推進部

45 明化小学校等改築 教育推進部

46 柳町小学校等改築 教育推進部

47 学校施設の快適性向上 教育推進部

48 外壁・サッシの改修 教育推進部

49 校庭の改修 教育推進部

50 給食室の整備 教育推進部

○　その他（施設関係の大規模な取組）
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第3四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１ 保育所待機児童解消緊急対策 

事業概要 

保育ニーズの高まりに迅速に対応するため、子ども・子育て支援事業計画に基づき、保育所待機児童

を解消するための緊急対策を実施します。私立認可保育所及び小規模保育所等の整備促進及び公有地を

活用した保育所整備を進めるとともに、定期利用保育を実施することで、保育サービス事業の更なる拡

充を図ります。また、保育所整備と併せて、各施設における保育の質・安全確保を図るため、私立認可

保育所等への巡回指導を拡充します。 

予算額(千円) ２，０１０，５０３千円 

年度末の目標 

保育所入所待機児童の状況を踏まえ、私立認可保育所及び小規模保育所等の整備促進、定期利用

保育事業の実施により保育サービス事業の更なる拡充を図ります。また、施設整備と併せて、区立保育園園長経験

者等による私立認可保育所等への巡回指導を拡充することにより、保育の量と質の両面で保育所待機児童対策を進めて

まいります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

 
・本年４月１日時点での待機児童の分析を行う
とともに、私立認可保育所及び小規模保育所等
の開設について、随時保育事業者との協議を進
めながら整備を進めていきます。 
・保育運営事業者が適切に施設運営を行ってい
るか、ヒアリング、現場視察等を通じ、状況を
随時確認の上、必要な指導監督を行います。 

・本年４月１日時点での待機児童数の抽出、分析を行いました。 

・私立認可保育所の整備計画について、都の児童福祉審議会よ

り承認を受け、保育事業者と連携の上、開設に向けた準備を

進めています。また、小規模保育所の整備計画について承認

を行い、保育事業者と開設に向けた協議を進めています。 

・家庭的保育事業１施設を、30年６月に開設しました。 

・私立認可保育所等への巡回指導として、延べ73回訪問指導を

行いました。 

５ 

６ 

７ 
・30年11月から31年６月までに、私立認可保育所を５施設、

小規模保育所を１施設、家庭的保育事業を１施設開設する予

定で準備を進めています。 

・小規模保育所１施設を、30年９月に開設しました。 

・さらに、私立認可保育所等の開設計画について、随時保育事

業者との協議を進めています。 

・私立認可保育所等への巡回指導として、延べ57回訪問指導を

行いました。また、認可保育所２施設、小規模保育所１施設

に対し指導検査を実施しました。 

８ 

９ 

10 
・上記の整備計画に加え、31年４月に、私立認可保育所を７施

設、小規模保育所を２施設、家庭的保育事業を１施設、事業

所内保育事業を１施設開設する予定で準備を進めています。 

・32年４月に、子育てひろば西片の未使用スペースを活用した

認可保育所の整備を行うため、事業者公募を実施しています。 

・私立認可保育所等への巡回指導として、延べ102 回訪問指導

を行いました。また、認可保育所４施設、小規模保育所２施

設に対し指導検査を実施しました。 

11 

12 

１ 

 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２ 子どもの貧困対策 

事業概要 

子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることがないよう、①中学生の学習支援、②就学援助の

拡充（再掲）、③子育て支援事業の見直し、④相談体制の強化（子ども応援サポート室）、⑤子ども宅食

プロジェクト、⑥子ども食堂等支援金補助、⑦生活困窮者自立支援法に基づく学習支援、⑧給付型奨学

金制度などについて、⑨子どもの貧困対策庁内連絡会を通じて進捗状況の管理を行うとともに、子ども

の貧困対策の検討を行います。 

予算額(千円) ９３，４５５千円 

年度末の目標 

子どもの貧困対策に必要な教育支援、生活支援、保護者に対する就労支援、経済支援など、貧困

の環境に応じた施策の推進を図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

①中学生学習支援申請通知発送 
③子育て支援事業の見直し 
④子ども応援サポート室の充実 
⑤宅食プロジェクトコンソーシアム会議開催 
⑤宅食プロジェクトプレスリリース 
⑤宅食プロジェクト配送 
⑥子ども食堂新年度助成金交付開始 
⑦学習支援４圏域で実施 
⑨子どもの貧困対策庁内連絡会開催 

①6 月に実施要綱を策定するとともに、対象者への事業案内及

び申請書の送付、区報による事業内容の周知を行いました。 

③４月から利用者負担軽減助成事業及びひとり親家庭に対する

ベビーシッター事業の拡充を行いました。 

④新たに開始する巡回相談事業について、6 月から巡回予定機

関に事業の周知を行い、事業を開始しました。 

⑤コンソーシアム会議を毎月開催し、今年度の事業計画等の検

討、決定を行いました。 

⑤4月24日に「平成29年度子ども宅食プロジェクト事業報告」

のプレスリリースを区役所において実施しました。 

⑤宅食プロジェクト4・6月配送（450世帯）を完了しました。 

⑥前年度からの継続（6団体）ならびに新規団体（3団体）が加わ

り、合わせて９団体への助成を決定（4月）し、決定団体に対し

て、助成金を交付（支出）しました。 

⑦4月～6月の実績は、区内４会場にて142コマ開講し、登録人

数、小学生26名、中学生38名。延べ参加人数949名でした。 

⑨5月16日に庁内連絡会を開催し、子ども宅食アンケート調査

結果について、調査を実施したコンソーシアムのメンバーか

ら報告を受けました。 

５ 

６ 

７ 

①中学生学習支援助成金支給(第１次) 
④子ども応援サポート室の充実 
⑤宅食プロジェクトコンソーシアム会議開催 
⑤宅食プロジェクト配送 
⑥子ども食堂随時募集継続 
⑦学習支援４圏域で実施 
⑨子どもの貧困対策庁内連絡会開催 

①第１回申請期間（7月2日～8月 31日）の実績として、中学

2年生40名、中学３年生54名、計94名に対して助成金を交

付しました。 

④巡回相談事業については、区立小・中学校22回、区私立幼稚

園２回、区私立保育園 30 回の訪問を実施しました。（9 月末

時点） 

⑤コンソーシアム会議を毎月開催し、下半期のスケジュール確

認、全国展開に向けた検討などを行いました。 

⑤宅食プロジェクト8月配送（419世帯）を完了しました。 

⑥７月から新規に１団体が加わり、本年度の助成団体は10団体

となりました。（9月末時点） 

⑦7月～9月の実績は、区内４会場にて144コマ開講し、登録人

数、小学生31名、中学生39名。延べ参加人数814名でした。 

８ 

９ 

10 
①中学生学習支援助成金支給(第２次) 
④子ども応援サポート室の充実 
⑤宅食プロジェクトコンソーシアム会議開催 
⑤宅食プロジェクト配送 
⑥子ども食堂随時募集継続 
⑦学習支援４圏域で実施 

①12月3日より第2回申請（～１月31日）を開始し、12月末

現在、中学２年生２名、中学３年生９名、計11名に対して助

成金を交付しました。 

④巡回相談事業については、区立小・中学校30回、区私立幼稚

園8回、区私立保育園54回の訪問を実施しました。（12月末
11 
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12 

現在） 

⑤10・11月にコンソーシアム会議を開催し、今後の事業スケジ

ュール、アンケートの実施などについて各団体の意見交換を

行いました。 

⑤宅食プロジェクト 10 月配送（552 世帯）、12 月配送（567 世

帯）を完了しました。 

⑥10月に開催した子ども食堂連絡会に13団体が参加しました。

12月末現在の助成団体は10団体です。 

⑦10月～12月の実績は、区内4会場にて146コマ開講し、登録

人数、小学生32名、中学生41名。延べ参加人数1,021名で

した。 

１ 
①中学生学習支援助成金支給(第２次) 
⑤宅食プロジェクトコンソーシアム会議開催 
⑤宅食プロジェクト配送 
⑥子ども食堂随時募集継続 
⑧給付型奨学金の受付・支給 
⑨子どもの貧困対策庁内連絡会開催 

 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第3四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３ 文京区版ネウボラ事業（産後ケア事業）の拡充 

事業概要 

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目ない支援として、宿泊型ショートステイ事業の拡充、アウトリ

ーチ型産後ケア事業、デイサービス型産後ケア事業を実施し、精神的・身体的に不安定になりがちな産

婦の回復を助け、産後うつや児童虐待の予防、及び早期支援に努めます。 

予算額(千円) １７，７８３千円 

年度末の目標 

文京区版ネウボラ事業の拡充を通し、産後ケア事業の利用の促進を図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

・宿泊型ショートステイ事業委託先の拡充 
・アウトリーチ型産後ケア事業・デイサービス
型産後ケア事業の開始 
 
〇宿泊型ショートステイ事業 
 八千代助産院、東都文京病院で実施 
 
〇アウトリーチ型産後ケア事業 
 東京都助産師会に委託 
 
〇デイサービス型産後ケア事業 
 毎月2回・年24会開催 
東京都助産師会に委託 

 

① 宿泊型ショートステイ事業 

4～6月実績  利用登録71件、利用21件 

② アウトリーチ型産後ケア事業 

4～6月実績  延 4件 

③ デイサービス型産後ケア 

4～6月実績  延32人参加 

 

課題：事業の周知、及び円滑な運営 

５ 

６ 

７ 
 

① 宿泊型ショートステイ事業 

7～9月実績  利用登録84件、利用33件 

② アウトリーチ型産後ケア事業 

7～9月実績  延8件 

③ デイサービス型産後ケア 

7～9月実績  延45人参加 

 

課題：事業の周知、及び円滑な運営 

８ 

９ 

10 

 

① 宿泊型ショートステイ事業 

10・11月実績 利用登録55件、利用25件 

② アウトリーチ型産後ケア事業 

10～12月実績 延11件 

③ デイサービス型産後ケア 

10～12月実績 延47人参加 

 

課題：事業の周知、及び円滑な運営 

11 

12 

１ 
 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４ 英語体験学習事業 

事業概要 

小学校第５学年の児童及び中学校第２学年の生徒（平成３０年度は、小学校第６学年、中学校第３学

年も実施）が、体験型英語学習施設（TOKYO GLOBAL GATEWAY）でのプログラムに参加し、児童・生徒が、

外国人との会話や外国の文化等に触れる機会を増やします。 

予算額(千円) ２４，４４３千円 

年度末の目標 

教室での授業に加え、体験型英語学習施設（TOKYO GLOBAL GATEWAY）を利用することで、英語を積極的に使おうとす

る態度を身に付けられるようにします。 

 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
〇６／５、６／２５に実地踏査を実施し、小学校では、校長 
１人、教諭等が３８人参加しました。また、中学校では、副

校長１人、教諭等１９人が参加しました。   
 

５  

６ 〇実地踏査実施（６／５、６／２５）予定 

７  
○英語体験型英語学習施設利用開始に向け、７／９に利用内容

について３０校確認しました。 

 

○９／１０英語体験型英語学習施設の利用を開始しました。 
○９月は、小学校４校、中学校４校実施しました。 ８  

９ 〇英語体験型英語学習施設利用開始 

10  

○１０月は、小学校６校、中学校２校実施しました。 
○１１月は、小学校３校実施しました。 
○１２月は、小学校１校実施しました。 

11  

12  

１ 〇英語体験型英語学習施設利用終了 
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

５ プレゼンテーション能力向上プログラム 

事業概要 

生徒数が少ない区立中学校の特色ある学校づくりの支援と小中連携教育の一環として、「プレゼンテ

ーション能力向上プログラム」を小規模中学校3校と近隣小学校3校でモデル実施し、社会に出るうえ

で重視されるコミュニケーション能力の育成を図ります。 

予算額(千円) １，３８０千円 

年度末の目標 

児童・生徒の話す能力や思考力・判断力・表現力等の向上を図る学校運営を支援することにより、

小規模な中学校の特色ある魅力的な学校づくりと義務教育のさらなる質の向上を目指します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

 
 
・対象校 6 校において、年間を通してプレゼン
テーション能力向上のためのプログラムを実施
します。 
 
 

・各校で事業者と打合せを行い、年間の予定をたてました。 

・千駄木小では、文林中学校での実践及び研究成果について情

報を得るとともに、4 年生の総合的な学習の時間において、

授業を行いました。 

・汐見小では、児童の対話力、表現力、プレゼンテーション力

向上に向けた校内研究を開始しました。また、5 月と 6 月に

計三回、対話力向上に向けた研究授業を行いました。 

５ 

６ 

７ 
・各校で「プレゼンテーション入門」等の授業を行いました。

（大塚小5年生、千駄木小全学年、第一中1年生） 

・汐見小では、高学年が異学年に向けたプレゼンテーションを

行ったり、今後講師から学びたいことをまとめたりしました。 

・第八中では、11月の授業の打合せを事業者と行いました。 

・文林中では、7 月に小中連携による教職員対象の研修会を行

いました。9 月に 3 年生のプレゼンテーション発表会を実施

し、事業者が指導・講評を行いました。 

８ 

９ 

10 

・各校で「プレゼンテーション入門」「商品の企画」「面接対策」

等の授業を行いました。（大塚小 2～4・6 年生、汐見小 4～6

年生、第一中1～3年、第八中3年生） 

・千駄木小では、11月の文林中の研究発表会に全教員が参加す

るとともに、プレゼン能力を発揮する授業の情報収集を行い

ました。 

・文林中では、10 月の職場体験学習発表会（2年生）及び学芸

発表会、11月の研究発表会に向けて、生徒と教員へ事業者が

指導を行いました。 

11 

12 

１ 
 

２ 

３ 

 

- 9 -



 

平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

６ 就学援助の拡充 

事業概要 

経済的理由によって就学困難と認められる学齢児童、就学予定児童の保護者及び学齢生徒の保護者に

対して必要な援助を行います。 

予算額(千円) １４２，７１２千円（当初予算）→ １５０，５４２千円（９月補正） 

年度末の目標 

保護者からの申請に基づき、所得基準等により認定を行います。認定者には遺漏のないよう、援

助費を振り込みます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
区立小・中学校を通じて申請書を配布、受付開
始 

区立小・中学校を通じ、全児童・生徒に申請書を配布しまし

た。 

受け付けた申請書を確認し、６月発付の特別区民税・都民税

の税情報により認定作業を行い、通知書を送付しました。 

これ以降、転入者などからの申請については、適宜受付・認

定・通知をしていきます。 

５ 申請内容を審査・入力 

６ 認定作業後、通知書を郵送 

７ 援助費の支給 
・７月３０日に認定者に対し、援助費の支給を行いました。 

・生活保護費基準の見直しにより、新入学用品費の補助単価を

改正し、その予算不足額を補正予算で予算要求し、可決され

ました。 
８  

９  

10 小学校新入学用品費のお知らせ・申請書送付 

・10月5日に、31年度の新小学一年生の保護者に対して、新入

学用品費の支給のお知らせを配布しました。 

・新中学一年生の保護者に、新入学用品費の単価改定のお知ら

せを送付しました。 

・11月1日から新入学用品費の申請書受付を開始すると同時に、

2学期末で支給する支給費目を調査しました。 

・12月28日に、援助費の支給手続きを行いました。 

11 
小学校新入学用品費申請の受付開始 
12月支給費目調査 

12 援助費の支給 

１ 要綱及び実施細目決定 
 

２ 
31年度就学援助のお知らせ・申請書の印刷 
３月支給費目調査 

３ 援助費の支給 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

７ 英語力向上推進事業 

事業概要 

平成３２年度から小学校で学習指導要領が全面実施をするのに先駆けて、外国人英語指導員（ＡＬＴ）

の配置時数を、中学年で２０時間、高学年で５３時間に増やすことで、小学校第１学年から中学校第３

学年までの９年間で受ける授業を拡大します。また、実用英語技能検定（英検）受検料補助を１級まで

実施することで、基礎・基本の学力を育成します。 

予算額(千円) ５８，４４３千円 

年度末の目標 

１ 外国人英語指導員（ＡＬＴ）を小学校２０校、中学校１０校に配置します。 

  年間配置時数を、小学校の中学年は２０時間、高学年は５３時間に拡大します。 

２ 実用英語技能検定（英検）受検料補助を１級まで実施します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
外国人英語指導員（ＡＬＴ）を小学校２０
校、中学校１０校に配置 

・４月に外国人英語指導員（ＡＬＴ）を小学校２０校、

中学校１０校に配置しました。 

・６月４日に第１回実用英語技能検定（英検）を、中学校１０

校で実施しました。１級４人、準１級６人、２級が３１人、

準２級が１０８人、３級１３４人、４級６６人、５級２５人

の受検料を補助しました。 

５  

６ 第１回実用英語技能検定（英検）受検料補助 

７  
 

８  

９  

10 第２回実用英語技能検定（英検）受検料補助 

・１０月５日に第２回実用英語技能検定（英検）を、中学校 

７校で実施しました。１級４人、準１級１２人、２級が５８

人、準２級が１２４人、３級１６３人、４級１２７人、５級  

９９人の受検料を補助しました。 
11  

12  

１ 第３回実用英語技能検定（英検）受検料補助 
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

８ 中学校特別支援教室事業 

事業概要 

通常の学級に在籍する発達障害のある児童及びその在籍校に対する支援体制を強化するために、東京

都特別支援教育推進計画第三次計画に基づき、平成３１年度に区立の全中学校に「特別支援教室」を開

設します。この機会に、特別支援教育の充実を区内に広く周知するとともに、在籍校における学級経営

の安定化を図ります。 
予算額(千円) １４６，３０５千円 

年度末の目標 

平成３１年度、すべての中学校に「特別支援教室」を設置することによって、通常の学級に在籍する特別な支援が必

要な生徒に対する指導内容・方法の充実を図り、各中学校の特別支援教育推進体制を整備します。各中学校が、障害の

ある子どもに対して、その状況に応じた「合理的配慮」を実践するとともに、適切な「合理的配慮」のための校内体制

整備等を行います。 
月 執行計画 四半期実績・課題等 

４   

・４月２６日の中学校長会で、特別支援教室の導入について、

資料を作成し、配布した上で、校長に周知しました。 

・５月２４日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

・６月２１日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

５ 特別支援教室PT① 

６ 
特別支援教室PT② 
管理職向け資料発行（校長会・副校長会） 

７ 
特別支援教室PT③ 
通級指導学級保護者資料発行（通級支援学級） 

 

・７月１３日に、通級指導学級保護者資料を発行しました。 
・７月１９日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

・７月２４日の中学校長会で、特別支援教室の導入について、

資料を作成し、配布した上で、校長に周知しました。 

・８月２２日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

・９月 ２日発行の教育だより「きあら」に、特別支援教室に

ついての記事を掲載しました。 

・９月１５日に、保護者会において資料を配布しました。 

・９月２０日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

 

８ 
教員向け資料発行（校長会・副校長会） 
「特別支援教室」施設整備計画作成 

９ 
区民向け資料発行（広報） 
保護者向け資料発行（保護者会） 

10 特別支援教室PT④ 
 

・１０月２３日及び１２月１８日の中学校長会で、特別支援教

室の資料を作成し、配布した上で、校長に周知しました。 

・１１月１９日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

・１２月２０日に、特別支援教室ＰＴを実施しました。 

 

11 区民向け資料発行（教育委員会広報誌） 

12 特別支援教室PT⑤ 

１ 
「特別支援教室」教育課程届の説明 
特別支援教室PT⑥ 
保護者向け資料発行（保護者会） 

 

２ 
特別支援教育担当指導員研修会の実施 
特別支援教室PT⑦ 
「特別支援教室」入級申込・校内委員会検討 

３ 
「特別支援教室」対象児童決定 
特別支援教室専門員の配置 
「特別支援教室」施設・設備の整備完了 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

９ 児童館・育成室 防犯カメラの設置 

事業概要 

犯罪の発生を防ぐには日頃からの防犯対策が重要であり、より一層の防犯体制の強化を図るため、区

立児童館・育成室に防犯カメラの設置を行い、安心・安全な保育施設の環境を整備します。 

予算額(千円) ５，１２２千円 

年度末の目標 

 全ての児童館・育成室への防犯カメラを設置し、適切に運用します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

 
・防犯カメラ設置予定箇所の確認 
・防犯カメラ設置工事計画 
（一部の児童館・育成室において、アスベス
トサンプリング調査等を実施） 

・防犯カメラ設置工事開始 
・駕籠町会館の改修工事完了予定 
改修工事完了後、会館内の駕籠町育成室防犯
カメラの設置工事を実施 

・児童館、育成室の防犯カメラ運用開始 

 

・防犯カメラ設置工事計画に基づき、期間内に適切に設置工事

を実施しました。 

 
５ 

６ 

７ 

 

 

・文京区児童館及び育成室の防犯カメラの設置運用基準に基づ

き、児童館、育成室と連携して適正な運用を行っています。 

８ 

９ 

10 

 

 

・文京区児童館及び育成室の防犯カメラの設置運用基準に基づ

き、児童館、育成室と連携して適正な運用を行っています。 

11 

12 

１ 
 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１０ 教育情報ネットワーク環境整備の充実 

事業概要 

中学校全校に生徒用タブレット端末を整備することにより、ＩＣＴ機器を活用した質の高い教育環境

を整備します。 

予算額(千円) ８５,１８５千円 

年度末の目標 

区内中学校全校に生徒用タブレット端末を整備します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 導入ソフトの選定（校長会） 
タブレット端末にインストールするソフトについて、平成２ 

９年度末から各校に調査を行い、調査結果を元に必要なソフト 

を精査し、校長会で承認を得て、最終決定をしました。 

 また、５月にタブレット端末についての仕様を作成し、６月 

にリース契約を締結しました。 

 第２四半期には、端末の導入に向けて、プリンタや充電保管 

庫の設置場所、導入スケジュール等について、業者及び学校と 

調整を行います。 

５ 
生徒用タブレット端末の仕様作成 
契約事務 

６  

７ 
端末導入前、各校にヒアリングをし、プリンタ
や充電保管庫の設置場所等を決定 

 ８月末までに、中学校全校に生徒用タブレット端末及びその 

他周辺機器（プリンタ、充電保管庫等）を納品しました。 

プリンタや充電保管庫の設置場所については、各校のヒアリ

ング結果を元に、各校の希望する場所に設置し、使用を開始し

ました。 ８ タブレット端末納品 

９ タブレット端末使用開始 

10 教職員向けに活用方法の講習会を実施 

学習支援ソフトのメーカーによる講習について、各学校の希

望により、順次実施しました。 

11  

12  

１  
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１１ 学校施設のトイレ洋式化等改修 

事業概要 

学校快適性向上事業対象外の小学校、中学校および幼稚園の既存和式トイレの洋式化改修を行うとと

もに、トイレの床のドライ化及び扉（トイレブース）の改修を行う。 
 
① 柳町小学校トイレ改修その他工事 
② 小日向台町小学校トイレ改修その他工事（1 期） 
③ 湯島小学校トイレ改修その他工事 
④ 千駄木小学校トイレ改修その他工事（1 期） 
⑤ 汐見小学校トイレ改修その他工事 
⑥ 柳町幼稚園トイレ改修その他工事 
⑦ 明化幼稚園トイレ改修その他工事 
⑧ 青柳幼稚園トイレ改修その他工事 
⑨ 昭和小学校トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑩ 本郷小学校トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑪ 窪町小学校トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑫ 茗台中学校トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑬ 第一幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑭ 小日向台町幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑮ 本駒込幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑯ 千駄木幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑰ 後楽幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 
⑱ 湯島幼稚園トイレ改修その他工事（実施設計） 

予算額(千円) １３１，１５２千円 

年度末の目標 

小学校５校・幼稚園３園のトイレ洋式化工事を実施するとともに、来年度工事を予定している小

中学校４校・幼稚園６園のトイレ洋式化工事実施設計を完了します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 工事契約発注準備 
事業概要①～⑧の施設については、５月中旬に工事発注、６

月上旬に施工者が決定し、工事契約しました。 

事業概要⑨～⑱の施設については、６月下旬に実施設計業務 

委託を発注しました。 
５ 工事契約発注準備 

６ 工事契約発注 

７ トイレ洋式化工事、設計契約発注 
 事業概要①～⑧の施設については、学校・幼稚園の夏休みを

中心に工事を実施し、８月下旬に中間検査、一部引渡しを行い

ました。９月末現在、全ての工事が完了し、１０月以降完了検

査、引渡しを行う予定です。 

 事業概要⑨～⑱の施設の実施設計については、７月中旬に受

託者が決定し、委託契約しました。これを受け、８月上旬より

現場調査等実施しています。 

８ 
トイレ洋式化工事（中間検査、一部引渡）、設計
契約発注準備、トイレ洋式化実施設計 

９ 
トイレ洋式化工事（完了検査、引渡し） 
設計契約発注、トイレ洋式化実施設計 

10 
トイレ洋式化工事（完了検査、引渡し） 
トイレ洋式化実施設計 

事業概要①～⑧の施設については、全ての工事が完了し、検

査合格、各施設への引渡しを行いました。 
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11 
トイレ洋式化工事（完了検査、引渡し） 
トイレ洋式化実施設計 
トイレ洋式化工事【追加分】 

 なお、千駄木小学校・小日向台町小学校においては、早急な

洋式化を図るべく来年度予定していた工事の一部を前倒しして

実施するため、11月下旬に契約締結しました。 

 事業概要⑨～⑱の施設の実施設計については、来年度工事実

施に向け、現地調査、協議等行っております。 12 
トイレ洋式化工事（完了検査、引渡し） 
トイレ洋式化実施設計 
トイレ洋式化工事【追加分】 

１ 
トイレ洋式化実施設計 
トイレ洋式化工事【追加分】 

 

２ 
トイレ洋式化実施設計 
トイレ洋式化工事【追加分】 

３ 
トイレ洋式化実施設計（完了検査） 
トイレ洋式化工事【追加分】（完了検査、引渡し） 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１２ ミドル・シニア目線を活かした発信力強化事業 

事業概要 

ミドル・シニアの行動力とアイディアを活かして、区の情報誌の改訂企画、取材、編集を行います。

その内容等をミドル・シニアの利用実態に即した情報媒体を活用して、積極的に発信するなど情報発信

の強化を行います。 

予算額(千円) ５，９４６千円 

年度末の目標 

雑誌編集やボランティア活動がテーマの新規セミナーを開き、受講者とともに区の情報誌「セカ

ンドステージ・サポート・ナビ」の次年度版を作成します。また、受講者の企画や取材を反映させ

た新たな専用ホームページを立ち上げる等、ミドル・シニア視点の情報発信を積極的に行います。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
 
 

 
６月30日 セカンドステージサポートゼミ「オープニングセミ

ナー」を開講しました。 
「オープニングセミナー」は、６月 30日のほか、

７月７日、21日の全３回実施を予定しています。 

（応募者14名。応募倍率0.9倍） 

５ 
 
 

６ 
セカンドステージサポートゼミ 
オープニングセミナー （全3回） 

７ 
セカンドステージサポートゼミ 
企画会議 （全3回） 

以下のとおり講座を実施しました。 

7/ 7（土）デザイン・アートディレクション講座 ９人  

7/21（土）カメラ・撮影技術講座 １５人 

（7/28（土）台風のため中止） 

8/18（土）企画編集「伝わる編集」 ７人 

9/ 1（土）企画編集「企画力を高める!コンセプトづくり」６人 

9/15（土）企画編集「インタビューのコツ」 ６人 

9/29（土）企画編集「インタビュー実践」 ６人 

 

８  

９  

10 
セカンドステージサポートゼミ 
編集会議 （全5回） 

以下のとおり講座を実施しました。 

10/13（土）企画編集「校正・編集後記作成」 ６人 

11/17（土）企画編集「デザイン案検討」 ４人 

12/15（土）企画編集「Ｗｅｂ版の検討」 ５人 

・受講者によって、区の広報誌「セカンドステージ・サポート・ナ

ビ」の表紙デザインやページ構成等の検討、冊子コンセプトのメ

ッセージ・ロールモデルのインタビュー記事・編集後記の作成を

進め、年明けに新規開設するＷｅｂ版の検討にはいりました。 

・進行状況を踏まえ、成果報告会は３月の実施としました。 

11  

12 
セカンドステージサポートゼミ 
成果報告会 

１ 
セカンドステージサポートゼミ 
専用サイト更新検討会（月1回） 

 

２ 
セカンドステージサポートゼミ 
専用サイト更新検討会（月1回） 

３ 
セカンドステージサポートゼミ 
・専用サイト更新検討会（月1回） 
・成果報告会 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１３ 介護人材確保・定着等支援事業 

事業概要 

介護人材不足の解消や定着のための支援及び若年層向けの介護啓発に資する事業を実施します。 

①住宅費補助：介護現場職員の働きやすい環境の実現と、福祉避難所としての災害時における迅速な

対応を一体的に推進することを目的に、当該施設に勤務する職員に対し家賃補助を行います。 

②若年層向け介護啓発事業：中高生等向け介護啓発冊子の配布、及び当該冊子を活用した区内介護サ

ービス事業所職員を講師とした出張講座、並びに介護施設等の見学ツアーを実施します。 

③資格取得支援：介護職員初任者研修及び実務者研修の受講費の補助を行います。 

④介護事業者人材確保支援 
ア）外国人介護職員採用補助：EPA介護福祉士候補者の受入れを希望する事業者に対し、候補者受

入れに係る初期費用の補助を行います。 

イ）若手従事者スキルアップ支援：交流・意見交換の場を設けます。 

予算額(千円) １１，４８６千円 

年度末の目標 

①住宅費補助：補助金の交付事務等を円滑に進めるため、事業者と密に連携をとり協力体制を構築

します。また、新たに文京区と福祉避難所の協定の締結が予定される施設に対して当該制度の周知を行います。 
②若年層向け介護啓発事業：開催方法、内容、周知方法等について関係者等と再検討し、学生等が興味や関心を示して

もらえるような事業を実施します。 
③資格取得支援補助：当該制度について、協議会や連絡会等の会議体やホームページ等の媒体を通

じて周知を行い、活用を促します。 

④介護事業者人材確保支援：新任職員の主体性、チーム作り、地域連携等のスキルを高め、ネットワークを作ることで、

事業所の魅力を増やし、職員の離職防止、人材定着を図ります。また、外国人介護職員採用補助制度について、

介護施設を中心に当該制度及び EPA 介護福祉士候補者についての説明を行い、事業者の外国人介

護職員に対する理解を深め、新たな人材として考える契機とします。  

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
・住宅費補助交付（H29年度10月～3月分） 
・中学生等向け介護啓発冊子の配布 
・事業所見学ツアーの検討・事業所打合せ 

・４月 平成29年10月から平成30年3月分の住宅費補助金を

交付しました。 

・４月26日 区立中学校長会において、中学生等向け介護啓発

冊子の活用及び配布について依頼しました。 

・４月26日 事業所見学ツアーの打ち合わせを協力事業所と行

いました。 

・４月27 日 区立中学校へ介護啓発冊子を配布しました。（中

学２年生及び全職員数） 

５ 
・資格取得支援及び EPA 介護福祉士候補者受入
支援補助金の周知 

・事業所見学ツアー打合せ 

・５月11日 介護サービス事業者連絡協議会において、資格取

得支援補助金について周知しました。 

・５月17日 施設長・センター長会において、EPA介護福祉士

候補者受入支援補助金について周知しました。 

・５月 29 日、30 日 事業所見学ツアー同行者（講師）と打ち

合わせを行いました。 

６ 
・事業所見学ツアー及び出張講座の周知 
・新任介護職人材育成プログラム研修委託 

・６月 22 日 区立中学校全生徒へ見学ツアーのチラ
シを配布しました。 

・６月 25 日 区内私立中学・高等学校及び大学等へ
見学ツアーのチラシを配布しました。 

・6 月中旬 新任研修の委託契約を締結しました。 

７  
・8月20日 文京区青少年委員会の事業で、小中学生向けの出

張講座を実施しました。 

・8月29日 介護事業所見学ツアーを実施しました。 

・9月20日 新任介護職人材育成プログラム研修として講演会

を実施しました。 ８ 
・介護事業所見学ツアーの実施 
・出張講座の実施 
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９  

10 住宅費補助金の交付（４月～９月分） 

・10 月 平成 30 年 4 月から 9 月分の住宅費補助金を交付しま

した。 

11  

12  

１ 介護啓発イベント（アクティブ介護）開催 
 

２  

３ 
・介護職員初任者及び実務者研修補助金の交付
（10月～12月申請分） 
・EPA介護福祉士候補者受入事業補助金の交付 

 

- 19 -



 

平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１４ 社会参加と将来の介護を見据えた「自分史」作成支援事業 

事業概要 

親子で高齢者自身の自分史を作成することを契機に、閉じこもりがちな高齢者を地域社会と結び付け

ていきます。また、家族で話し合い「過去の体験」、「趣味や志向」などを把握し、介護が必要になった

ときに活用することで、介護の質の向上等に役立てます。 

予算額(千円) ９７２千円 

年度末の目標 

「自分史」の作成を契機とする専門相談員の訪問やアンケート等の継続支援により、本人のニー

ズに合った社会参加のあり方を見出すことで閉じこもりの解消を目指します。また、本事業を通し

てご本人様から引きだした情報を、介護が必要になったときにご家族が活用し介護の質の向上に繋

げられるよう助言します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
 
 

 

６月 23 日 区と社会福祉協議会の関係者で連絡会を開催し、 

地域のコミュニティやふれあいサロンなど、高齢者

の社会参画につながる社会資源に関して、情報共有

と活用方法についての意見交換を行いました。 

５ 
 
 

６ 関連所管による事業検討会 

７  
 

８月10日 区報等により周知、公募開始しました。 

９月３日  説明用パンフレット及び申込書の配布を開始しま

した。（公募では申込み少数だったため、説明会は

中止。地域包括支援センター、民生児童委員、話

し合い員等からの情報収集を進め、順次対象世帯

を決定する方針に変更。）  

９月 20 日 更なる事業の拡大のため、地域包括支援センター 

連絡会にて事業説明を行い、センターから対象者

への働きかけを依頼しました。 

 

８ 区報（8/10号予定）による公募開始 

９ 
事前説明会 
（公募にあたり区民へ事業内容を説明） 

10 
訪問事業開始 
（全３回 自分史作成～社会参加活動提案） 

 

10 月 19 日 民生委員・児童委員協議会にて事業説明を行い、

対象者への働きかけを依頼しました。 

10月 22日 申込者について、初回訪問を開始しました。 

11 月 29 日 話し合い員連絡会にて事業説明を行い、対象者へ

の働きかけを依頼しました。 

11  

12  

１  
 

２ 
自分史発送 
訪問支援結果の集計、分析及び評価 

３ 継続支援事業開始 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１５ 地域密着型サービス施設整備費補助 

事業概要 
高齢化が進む中で、区民が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域密着型サービス施設

の民間事業者による整備を促進します。 

予算額(千円) １２９，５３３千円 

年度末の目標 

①  旧向丘地域活動センター跡地に整備予定である小規模多機能型居宅介護施設について、平成 30 

年７月に開設します。 

②春日二丁目に整備予定の介護老人福祉施設に併設される認知症対応型通所介護施設について、平

成 32 年２月の開設を目指し、補助金交付等必要な事務を進めます。 

③小日向一丁目に整備予定の地域密着型介護老人福祉施設について、平成 32 年３月の開設を目指

し、補助金交付等必要な事務を進めます。 

④（看護）小規模多機能型居宅介護施設及び認知症対応型共同生活介護施設の整備・運営事業者を

公募し、決定します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 【向丘】民間事業者による建設工事竣工 
 

【向丘】 6月 事業者による内覧会、開所式を実施しました。 

【小日向】6月 都の補助内示が出ました。 

【春日】 6月 都の再協議の補助内示が出ました。 

【新規公募】公募条件を検討しています。 
５  

６ 【新規公募】公募要項作成 

７ 
【向丘】開設、開設準備補助金交付申請 
【新規公募】地域包括ケア推進委員会報告、議
会報告 

【向丘】 7月 開設しました。 

開設準備補助金の交付申請を提出しました。 

     8月 定借補助金の交付申請を提出しました。 

【小日向】8月 事業者による入札公告を実施しました。 

【春日】 9月 事業者による建設準備工事に着手しました。 

【新規公募】8月 地域包括ケア推進委員会に報告しました。 

9月 議会報告をし、公募を開始しました。 

８ 
【小日向】入札公告 
【新規公募】事業者公募地域包括ケア委員会報
告 

９ 
【小日向】中高層建築工事説明会 
【新規公募】議会報告、事業者公募 

10 
【小日向】入札、中高層建築工事説明会 
【春日】民間事業者による建設工事着工 

【小日向】10月 事業者による入札を実施し、工事請負事業者

が決定しました。 

     12 月 事業者による中高層建築工事説明会を実施

しました。 
【新規公募】12月 公募の結果、問い合わせがあった2件につ

き、東京都オーナーマッチング事業への登録
をご案内しました。 

11 【新規公募】選定委員会 

12  

１ 
【小日向】民間事業者による建設工事着工 
【向丘】【春日】【小日向】整備補助金交付申請 

 

２ 
【新規公募】事業者決定、地域包括ケア推進委
員会の承認、議会報告 

３ 【向丘】【春日】【小日向】整備補助金実績報告 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第3四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１６ 民間事業者による高齢者施設の整備 

事業概要 

文京区基本構想実施計画及び文京区地域福祉保健計画(高齢者・介護保険事業計画)に基づき、介護を

必要とする高齢者への支援を拡充するため、公有地を活用し、民間事業者主体による特別養護老人ホー

ムを整備します。 

予算額(千円) ５，２２０千円 

年度末の目標 

春日二丁目特別養護老人ホームの建築工事を実施します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 民間事業者による実施設計 
 

・民間事業者による実施設計を行いました。 

 

・５月19日 民間事業者による計画変更に伴う近隣説明会を 

開催しました。 ５ 民間事業者による計画変更に伴う近隣説明会 

６  

７ 民間事業者による建設工事入札 
 

・８月９日  民間事業者による建設工事入札を行いました。 

 

・８月21日 民間事業者により建設工事契約を締結しました。 

 

・８月25日 民間事業者による工事説明会を開催しました。 

 

・９月 民間事業者による建設準備工事に着手しました。 

８ 
民間事業者により建設工事契約締結 
民間事業者による工事説明会 

９ 民間事業者による建設工事着手準備 

10 民間事業者による建設工事着工 

 

・10月～毎月1回 福祉政策課と民間事業者による定例打合せ

を開催しました。 

 

・民間事業者による建設工事を実施しました。 11 民間事業者による建設工事 

12 民間事業者による建設工事 

１ 民間事業者による建設工事 
 

２ 民間事業者による建設工事 

３ 民間事業者による建設工事 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１７ 公衆浴場クリーンエネルギー燃料費補助 

事業概要 

都市ガス等クリーンエネルギーを利用する公衆浴場に対し、燃料費の一部を助成し、公衆浴場で使用

する主燃料としてクリーンエネルギーを推進するとともに、経営を安定させ、公衆浴場の存続を図りま

す。 

予算額(千円) ４，２００千円 

年度末の目標 

７浴場（区内全浴場）にクリーンエネルギー燃料費に対する補助金を交付することで、主燃料と

してクリーンエネルギーを推進するとともに、経営を安定させ、転業・廃業を阻止します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

要綱策定（平成30年4月1日施行） 
全公衆浴場に事業内容説明（浴場組合に加入し
ている浴場については定例会にて説明） 

 

文京浴場組合の４月定例会にて、組合に加入している６浴場の

経営者に当該事業の概要を説明しました。組合非加盟である１

浴場については、５月中旬に訪問し説明を行いました。 

 

要綱については、総務課法規担当と調整し、策定中です。 

５ 

６ 

７ 要綱策定 
平成３０年７月２３日付で要綱を策定いたしました。 

 

 

文京浴場組合に加入している浴場については８月の浴場組合定

例会、非加盟の１浴場については個別に訪問し、申請書等の配

布及び要綱の説明を行いました。 

 

 

８ 補助金申請に必要な申請書等配付、説明 

９ クリーンエネルギー燃料費補助金支出（上半期） 

10  

当該補助金について、12月に支払いを行いました。 

補助金の交付について、初めての申請のため、各浴場との必要

書類の確認に時間がかかり、支出が予定より遅くなりました。 

11 クリーンエネルギー燃料費補助金支出（上半期） 

12 クリーンエネルギー燃料費補助金支出（上半期） 

１  
 

２ 補助金申請に必要な申請書等配付、説明 

３ クリーンエネルギー燃料費補助金支出（下半期） 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１８ 骨髄移植ドナー支援制度 

事業概要 

文京区内に住所を有する骨髄又は末梢血幹細胞（骨髄等）の提供者となった者及びその者が勤

務する事業所等に対して助成金を交付することにより、経済的負担を軽減するとともに、骨髄等

の提供希望者の増加及び骨髄等の移植の推進を図ります。 

予算額(千円) ５２６千円 

年度末の目標 

２件の申請受付、助成金の交付 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

 
助成金交付要綱の制定（平成３０年４月１日） 
区報による周知 
ホームページ掲載 
チラシ・ポスターの作成（イベント等にて周知） 
 

 

区報4月25日号にて事業概要を周知しました。 

 

 
５ 

６ 

７ 
 

ホームページに事業概要を掲載しました。 

 

 

9月 ドナーから助成金の交付申請を受理しました。 

審査の結果、上限である７日間の助成金を交付しました。 

８ 

９ 

10 

 

当該制度について、公益財団法人日本骨髄バンクからの周知を

依頼しました。 

11 

12 

１ 
 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

１９ 各種認証取得補助 

事業概要 

区内中小企業がＣＥマーク又はＩＳＯ規格（ISO9001、ISO13485、ISO14001、ISO27001）を取得

する際の経費の一部を助成することにより、海外進出支援及び経営基盤の強化を図ります。 

予算額(千円) ２，５００千円 

年度末の目標 

区内中小企業による各種認証の取得に係るコンサルタント委託料、審査登録費用等の費用の一部

を補助することで、海外進出や経営基盤の強化を促進します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

(3/25号) 区報ぶんきょう掲載 
補助申請受付開始 
 

・区報ぶんきょう3月25日号に掲載しました。 

・5月7日から5月13日まで、CATV「旬感！ぶんきょうタイム」

にて周知しました。 

・5月27日に経済課フェイスブックにより周知しました。 

・補助金の申請を１件受理し、交付決定の手続きをしています。 ５ 
5/7～5/13「旬感！ぶんきょうタイム」にてCATV
告知（インタビュー形式での紹介）  

６ 経済課フェイスブックに告知 

７  
・補助金の申請を３件受理し、計４件（第１四半期申請１件含

む）の交付決定を行いました。 

８ 
申請状況確認、執行状況確認 
執行状況によって追加告知を実施 

９  

10  

・補助金の申請を１件受理し、計５件（第１・２四半期申請４

件含む）の交付決定を行いました。予算件数５件の交付決定を

行ったので、申請受付を終了いたしました。 

・申請受付終了に伴い、１１月９日にＨＰに終了案内を掲載い

たしました。 

・交付決定先から実績報告を１件受理し、額の確定を行いまし

た。 

11  

12  

１ 補助実施企業へのアンケート等 
 

２  

３ 3/31まで申請受付 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２０ 商店街おもてなし情報発信事業 

事業概要 

江戸川橋地区のエリアプロデュース事業と連携し、国内外観光客向けに多言語対応のおもてなし冊子

を製作してPRを進めることで、国内外観光客を取り込み、商店街の活性化を図ります。 

予算額(千円) １，８３３千円 

年度末の目標 

商店街が製作する多言語対応のおもてなし冊子に対して、経費の一部を助成し、国内外からの観

光客の取り込みを図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 補助金交付決定 
・補助金の申請を受理し、交付決定を行いました。 

・商店街エリアプロデュース事業として、助言や事業実施にあ

たっての支援と進捗状況の確認を行いました。 

・5月22日の打合せにおいて、今後の進め方、冊子の内容やデ

ザインの方向性について確認しました。 ５ 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

６ 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

７ 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

・商店街エリアプロデュース事業として、助言や事業実施にあ

たっての支援と進捗状況の確認を行いました。 

・7月26日の打合せにおいて、冊子の制作コンセプト、サイズ

やページ数、対応言語、具体的な構成内容などについて確認

しました。 ８ 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

９ 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

10 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

・商店街エリアプロデュース事業として、助言や事業実施にあ

たっての支援と進捗状況の確認を行いました。 

・10月2日の打合せにおいて、冊子の構成案、デザイン案など

について確認しました。 

・11 月 19 日の打合せにおいて、デザインの最終案、納品スケ

ジュールなどについて確認しました。 

・12 月 14 日に 6,000 部発行し配布が開始されたことを確認し

ました。 

・経済課や観光協会の窓口での配架のほか、経済課フェイスブ

ックへの掲載などを通じて周知を行いました。 

11 
冊子製作会議【エリアプロデュース事業と連携】 
（進捗状況確認） 

12 
冊子完成・配布開始 
経済課フェイスブック等にて周知 

１  
 

２ 補助金実績報告書受領 

３ 補助金支払い 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２１ 【ホストタウンの取組①】文京スポーツセンターリニューアルイベント 

事業概要 

平成３０年６月に改修工事が終了する文京スポーツセンターのリニューアルオープンに合わせ、ホス

トタウンの相手国とするドイツの紹介と、オリンピック・パラリンピック競技を中心としたスポーツの

体験イベントを実施します。 

予算額(千円) ２５，５１６千円 

年度末の目標 

・ホストタウンの相手国とするドイツの紹介と、オリンピック・パラリンピック競技を中心としたスポーツの体験イベント

を実施することにより、東京2020大会に向けた、ホストタウン事業に対する取組の拡大と気運醸成を図ります。 

・区内のスポーツ団体、企業、大学、その他団体のスポーツを通じたネットワークの連携を強めます。 

・リニューアルオープンする文京スポーツセンターの周知と認知度向上を図り、施設を身近に感じていただく機会とします。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ ・実行委員会事務局との打ち合わせ（随時） 
 

・５月２８日（金）に第３回実行委員会を開催し、当日のコ

ンテンツプログラム・広報計画・事業経費について決定し

ました。 

 ・６月１０日号区報にて、区民に対して本イベントの周知を

図り、また、作成したチラシを区内保育園・幼稚園・小中

学校等に約35,000部配布しました。 

 ・６月３０日（土）に本イベントを実施いたしました。 

・ホストタウン事業推進のため、ドイツ大使館等の関係団体

から後援名義をいただき、ドイツ観光局、（公財）日独協会

ゲーテ・インスティトゥート東京にブースを出展いただき、

ドイツの文化を広く紹介いただきました。 

 ・当日は約8,400 人が来場し、スポーツセンターの周知と認

知度の向上や、東京2020大会に向けた気運醸成を図りまし

た。  

 

５ 
・第３回実行委員会（企画等調整） 
・区ホームページにて周知開始 

６ 

・実行委員会事務局との打ち合わせ（随時） 
・区報掲載（６／１０号） 
・文京スポーツセンターリニューアルイベント 
実施 

７ 
 
・第４回実行委員会（会計報告、総括） 
 

 ・７月３０日（月）に第４回実行委員会を開催し、実行委員

からの事業の総括及び事務局からの会計報告を行いまし

た。 

８  

９  

10   ・事業対応を終了しました。 
11  

12  

１   
２  
３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２２ 【ホストタウンの取組②】JETプログラムを活用したCIRの導入 

事業概要 

総務省・外務省・文部科学省が主催するJETプログラム（外国青年招致事業）の国際交流員（CIR）を導入

し、ドイツホストタウンの取り組みを進めるための現地とのパイプ役とするとともに、区民や職員に身近な

国際交流の機会を創出します。 

予算額(千円) ４，３７４千円 

年度末の目標 

日常的に触れ合うことを通じ、区民や職員が国際感覚を養い国際交流の意識付けを行う契機としま

す。また、現地とのパイプを十二分に活用し、ホストタウン事業の連絡・調整業務を円滑に行い、同事

業を拡大します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
・4/20「新規JETプログラム担当者等セミナー」
参加。異文化理解や事務手続きについての研修
受講 

・５月３０日に、ドイツ人国際交流員の配置決定の通知を受け

ました。 

・８月上旬の着任に向けて、採用内定通知や任用要綱・任用規

則の作成、住居の確保等の受入準備を進めています。 

５ 
・下旬、参加予定者のあっせん通知到着。到着
後、「ウェルカムレター」「採用内定通知書」「同
意書・任用規則セット」等の必要書類送付 

６ 
・参加予定者の荷物送付先や傷害保険、渡航等
の事務手続き実施 

７  
・７月、任用要綱及び任用規則を制定し、参加予定者に対し通

知しました。 

・８月６日に着任し、６日から７日にかけてオリエンテーショ

ンを受講後、８日より業務を開始しました。 

・「ドイツ料理の日」当日に配付した「文京ホストタウン通信」

の記事作成に携わり、併せて小日向台町小学校の児童たちと

給食をともにし、ドイツ料理をＰＲしました。 

８ 
・上旬、CIR着任。課内にて、担当する業務の説
明を行い、実際に業務開始 

９ 
・9/10（月）～11（火）の「ドイツ料理の日」
に合わせて学校を訪問し、子どもたちと共に給
食を会食 

10 
・「下町まつり」のブース運営サポート、「こど
も新聞」の取材同行及びホストタウン記事の作
成 

・第２０回「根津・千駄木下町まつり」（１０月２０日）、第４０回「文京    

菊まつり」（１１月１０・１１日）のオリンピック・パラリンピック啓発

ブースにおいて、パラスポーツの競技体験等の運営サポートの他、イン

バウンド対応を行いました。 

・１１月１８日、介助有資格者であることを活かし、こども新聞記者を対

象にした湯島周辺での車いす体験取材において、主導的な役割を果たし

ました。 

・ドイツ語を含んだ競技紹介ツールの多言語版の作成を進めています。 

11 
・「菊まつり」のブース運営サポート、「こども
新聞」の取材同行及びホストタウン記事の作成 

12  

１ 
・学校給食週間における「ドイツ料理」の日に
合わせて学校を訪問し、子どもたちと共に給食
を会食 

 

２ 
・「梅まつり」のブース運営サポート、「こども
新聞」の取材同行及びホストタウン記事の作成 

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２３ 【ホストタウンの取組③】ドイツ料理の日 ～ホストタウン給食キャラバン～ 

事業概要 
学校給食に「ドイツ料理の日」を設け、食を通じて文化を体感する機会を子どもたちに提供し、東京

２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた気運醸成につなげます。 

予算額(千円) ６３３千円 

年度末の目標 

・子どもたちが、食を通じて海外の文化に触れ、かつ、健康や食の大切さを理解する機会とします。 

・事業ツールを通じて、子どもだけでなく保護者もドイツへの認識を高め、理解を深めます。 

・ホストタウンがドイツであることの周知と認知度向上を図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
・学務課と打合せ。年間の給食会期と第１回目
のメニュー決定 ・6/22（金）～29（金）に30年度第1回目の「ドイツ料理の日」

給食を区内の小中学校にて実施しました。 

 

・当日、ドイツの文化や情報を記載した「文京ホストタウン通

信」をランチョンマットとして作成し、子どもたち及び教職

員に配布しました。 

５ 
・5/22 合同校園長連絡会にて、ホストタウンの
取組と、それに伴うドイツ料理給食の提供につ
き告知 

６ 
・6/25（月）～27（水）にて、第１回目の「ド
イツ料理」の給食を提供 

７ ・学務課と打合せ。第２回目のメニュー決定 
・9/10（月）～19（水）に30年度第2回目の「ドイツ料理の日」

給食を区内の小中学校に加え、区立の保育園でも実施しまし

た。 

・9/11（火）カイザースラウテルン市訪問団が小日向台町小学

校を訪れ、子どもたちとドイツ料理の給食を食べました。 

・「文京ホストタウン通信」第２号を作成し、子どもたち及び教

職員に配布しました。 

８  

９ 
・カイザースラウテルン市訪問団の来日に合わ
せ、9/10（月）～11（火）にて、第２回目の「ド
イツ料理」の給食を提供 

10  ・国際交流員の意見を参考にしながら、学務課とメニュー調整

や給食当日の映像資料について打合せし、給食第３回目の具

体的な方向性を決定しました。 

・１月発行予定の「文京ホストタウン通信」第３号について、

記事原稿作成から印刷業者との交渉、校正等の準備を進めて

います。 

11 ・学務課と打合せ。第３回目のメニュー決定 

12  

１ 
・下旬の「学校給食週間」にて、第３回目の「ド
イツ料理」の給食を提供 

 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２４ ＢＵＮＫＹＯ２０２０「文の京めぐり」 

事業概要 

2020 年に東京で開催される国際大会開催への気運を高めるだけでなく、日本文化を多くの方々に知

っていただく機会と捉え、区内の観光資源や文化・スポーツ施設などを拠点としたラリーを行い、区内

めぐりによるレガシー創出を目指した総合ガイドブック「文の京めぐり」手帳を発行します。 

予算額(千円) ２，４０５千円 

年度末の目標 

文京区の地域性や文化・スポーツ施設の紹介を盛り込み、大会開催までのカウントダウン情報や

競技理解等を深めていただく手帳を発行します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 資料収集・構成 
 

・東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けた気

運醸成を目指した内容とするための基本的な資料の収集を行い

ました。 

 

・区の事業案内が周知できる内容とする「文の京めぐり」手帳

の作成に向けた準備を行いました。 

５ 内容確定・仕様作成 

６ 契約準備 

７ 契約 
 

・2019年に開催されるラグビーワールドカップについての内容

を盛り込むため、来年度のイベント等を再整理し、手帳やカ

レンダーの内容を調整しました。 

 

・幅広い内容を網羅した手帳となるよう、全体構成を再度見直

し、内容を確定させました。 

８ ラリーポイント調査、編集・校正 

９ ライセンス・色彩・全体構成 

10 カレンダー・催事内容確認 

 

・2019年に国内で開催される、オリンピック・パラリンピック

競技大会の種目における日程や区のオリンピック・パラリンピ

ックに関するイベントの開催日程などを構成しました。 

・手帳内には気運醸成のポイントとして競技内容のワンポイン

ト紹介や大会までのカウントダウンを表記することとしまし

た。 

・参画プログラムの申請を行いました。 

11 最終校正・校了 国内大会開催日の調査 

12 発行（予定） 競技写真等使用申請 

１ 
契約 
大会日程の確認及びライセンスの許諾確認 

 

２ 新年度事業日程の確認及び追記 

３ 発行 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２５ 文京スポーツボランティア事業（ボランティア・リーダーの育成と活用） 

事業概要 

本年度から始まる東京 2020 大会ボランティアの募集に向けて、事業に主体的に関わることができる

ような、経験と知識を身に付けたボランティアの育成を行います。また、日本スポーツボランティアネ

ットワーク等から取集した東京 2020 大会ボランティアの募集情報を、区に登録しているボランティア

に周知します。 

予算額(千円) ４，７１４千円 

年度末の目標 

従来の養成講座に加えて、ボランティアリーダー養成講座を１回開催し、ボランティアリーダーの育成を行います。

また、東京 2020 大会のボランティア募集に関する情報を周知し、大会ボランティア及び都市ボランティアに積極的に

応募するよう促します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ ・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・４月から６月までの間に、計15事業に対して延127人のボラ

ンティアを派遣しました。 

・５月17日に、総合体育館で応急救護講習会を実施し、受講者

37人のうちボランティア登録者が5人受講しました。 

・職員のボランティアマインド醸成を目的に「スポーツと障害」

をテーマに職員研修を実施し、30人が受講しました。 

５ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティア養成講座開催（救急救命講習） 

６ ・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 

７ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティア養成講座開催（東京2020大会ボ
ランティア募集関連講座） 

・7月から 9 月までの間に、計 12 事業に対して延 78 人のボラ

ンティアを派遣しました。 

・7月11日に、スポーツボランティア養成講座を実施し、受講

者31人のうちボランティア登録者が19人受講しました。 

・9 月 20 日に、スポーツ指導者講習会を実施し、受講者 39 人

のうちボランティア登録者が9人受講しました。 

・9 月 26 日から開始された東京 2020 大会のボランティア募集

にあわせて、文京区より都市ボランティア従事希望者を東京

都へ推薦する旨を、文京スポーツボランティア登録者に周知

しました。 

８ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・東京2020大会ボランティア募集に関する情報

提供 

９ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティア養成講座開催（未定） 

10 ・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・10月から12月までの間に、計20事業に対して延164人のボ

ランティアを派遣しました。 

・12 月 21 日に都市ボランティアの従事希望者の推薦申込を締

め切り、申込者28人のうち文京スポーツボランティア登録者は

16人推薦を希望しました。 

・東京2020大会開催時に、ハンドボールの公式練習場となるス

ポーツセンターで、競技ボランティアを募集する旨について、

文京スポーツボランティア登録者に周知しました。 

・12月実施予定であったボランティアリーダー養成講座は、調

整の結果1月27日に実施することとなりました。 

11 ・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 

12 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティアリーダー養成講座開催（未定） 

１ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティアリーダー養成講座開催 

 

２ 
・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
・ボランティア養成講座開催（未定） 

３ ・ボランティア登録者募集、事業へ派遣 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２６ まるキャンマーケット ～夏の陣、冬の陣～ 

事業概要 

平成28年3月に策定したアカデミー推進計画の基本理念（区内まるごとキャンパスに－「文の京」、

豊かな学びと交流を生み出すまち－）に基づき、文化芸術に触れ合う機会の創出を図るため、文京区を

まるごとキャンパスに見立て、区内各所において、主に若年層（主に就学前から小中高校生）とその家

族が、文化芸術を見て、聴いて、体験できる事業を実施します。当事業は東京 2020 大会の文化プログ

ラムの位置づけとします。 

予算額(千円) ５，０３８千円 

年度末の目標 

創造・体験・鑑賞の 3 つの視点から各種事業を、夏季と冬季に展開します。 

①  【創 造】参加者と協働し、新たな創造の風を起こします。 

②  【体 験】創造文化都市「文の京」を区内外に広く発信します。 

③  【鑑 賞】伝統文化の魅力を体験し、文化力を感じてもらいます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
夏季事業について、関係団体等との内容調整 
（4～6月） 

4月6日に宝生能楽堂と事業実施について、協議・調整を行いました。 

4月10日、13日、19日、27日、5月7日、14日、21日、29日、6月4日、

19日、27日に関係施設や関係文化団体等と個別に協議を行いました。 

5月 25日号の区報、6月5日号のアカデミースクエアにて薪能を周知し、

それに合わせてＨＰ掲載、チラシ配布をしました。 

6月30日スポーツセンターリニューアルイベントにおいて、シャボン玉ア

ートを実施しました。 

５ 
夏季事業について、区報、HP、チラシ等で周知 
（5～7月） 

６ 
30 日（土）シャボン玉アート実施（スポーツセ
ンターリニューアルイベント時に実施） 

７ 21日（土）薪能実施（肥後細川庭園にて） 
7月21日に肥後細川庭園にて、薪能を行いました。 

8月26日に、約400年の歴史がある定泉寺にて、子どもと保護

者を対象として、華道・茶道・書道に加え、香道の体験を行い

ました。 
８ 

26日（日） 
活花体験・茶会・書道体験実施（区内寺社にて） 

９  

10 
冬季事業について、関係団体等との内容調整 
（10～12月） 

11 月 11 日に文京さくらまつり実行委員会に出席し、落書きア

ートの実施場所等協議を行いました。 

11月 16日、17日のスカイビューラウンジバーに合わせて定点

ピアノを設置しました。 

12月 6日に鼓童と事業実施に向けた協議を行いました。 

11  

12  

１ 
冬季事業について、区報、HP、チラシ等で周知 
（1～3月） 

 

２  

３ 
下旬 鼓童鑑賞 実施 
下旬 落書きアート 実施 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２７ 「文の京」歴史再発見 ～江戸から明治～ 

事業概要 

江戸から明治へ、時代が大きく移り変わって150年の節目を迎えるに当たり、江戸時代、文京区に屋

敷を構えていたかつての大名に関する事業を展開することで、区の観光資源の成り立ちや歴史を再認識

します。 

予算額(千円) １，４８５千円 

年度末の目標 

「文の京」歴史再発見のレポートを全国の大学生から募集します。また、文京区ゆかりの大名家

等のご当主をお招きした殿様サミットを開催し、事前審査を通過したレポートのプレゼンテーショ

ン及び最優秀賞の審査・発表、ご当主等によるシンポジウムを行います。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 関係者及び関係自治体等との内容調整（4～6月） 
・4月5日、9日、13日、5月7日、21日、6月27日に関係自

治体東京事務所と個別に打ち合わせを行いました。 

・4月 17 日、25日、27日、5月 18 日、6月 7日殿様サミット

の各出演予定者と個別に打ち合わせを行いました。 

・5 月 10 日号の区報にて事業を周知し、それに合わせて HP 掲

載、チラシ配布を行いました。 

・大学関係者が参加する会合（5月17日筑波大学打ち合わせ、

6 月 5 日アカデミー推進協議会等）にて、事業の周知を行い

ました。 

５ 
「文の京」歴史再発見レポート募集開始 
区報（5月10日号）、HP、チラシ等でレポート募
集周知（5月10日～9月10日） 

６  

７  
・7月2日、3日、18日、23日、8月24日に関係自治体と個別

に打ち合わせを行いました。 

・8 月 25 日号の区報にて事業を周知し、それに合わせて HP 掲

載、チラシ配布を行いました。 

・審査員に、応募レポートの事前審査依頼を行いました。 ８ 区報、HP、チラシ等で殿様サミット周知 

９ 
10日（月）「文の京」歴史再発見レポート締切 
レポート事前審査開始 

10 「文の京」歴史再発見レポート審査会実施 

・10月5日付でレポートの書類審査の結果、基準を満たす応募

レポートはありませんでした。 

・11月4日に、殿様サミットを実施しました。定員の5倍を超

えるお申込みをいただいたため、会場の様子を地下2階の区民

広場大型ビジョンにて、同時生中継を行いました。 

合わせて、区民広場にて、関係4自治体（水戸市、福山市、熊

本県、金沢市）の物産を行いました。 

11 4日（日）殿様サミット開催 

12  

１   

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

２８ インバウンド歓迎戦略2018～外国人まるごとおもてなしプラン～ 

事業概要 

急増する外国人観光客を文京区へ戦略的に迎え入れるため、区有施設等を拠点に、観光案内及び日本文

化が体験できるイベントのほか、文京花の五大まつり等の会場での英語ガイドツアーを定期的に実施し

ます。 

予算額(千円) ３，０４３千円 

年度末の目標 

観光案内業務の充実により、区内の観光情報発信が一層充実するとともに、体験講座等の様子が SNS

に投稿されるなどして情報が拡散され、広く国内外に「文京区」が認識されることで、新たな観光

客を誘致します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 関係団体等との調整（４～９月） 
・５月２４日から６月５日までの間、跡見学園女子大学及び文

京区観光ガイドボランティアに対して、文の京まちなか観光

案内人の内容について説明、協力要請を行い、スケジュール

確認を行いました。 

・６月４日から６月１７日までの間、文京区華道茶道連盟及び

文京区書道連盟に対して、日本文化体験三昧の内容について

説明、協力要請を行い、スケジュール確認を行いました。 

・６月２６日、不忍通りふれあい館利用者懇談会において、事

業内容の説明を行いました。 

５ 観光ガイドボランティアとの調整（５～９月） 

６ 
英語観光ガイドボランティアとの調整（６～９
月） 

７  ・７月１７日、不忍通りふれあい館・区民課地域振興係と日本

文化体験三昧の内容について打合せを行いました。 

・８月６日、８月２０日に文京区観光協会、文京区観光ガイド

ボランティアと文の京まちなか観光案内人の内容について打

合せを行い、根津・千駄木エリアのまちあるきを行いました。 

・８月７日、１０月に実施する日本文化体験三昧の茶道体験に

ついて、講師と事業内容の打合せを行いました。 

・８月２１日、経済課産業振興係と「来て見て体験」文京の伝

統工芸と併せて実施が可能なスケジュール確認を行いまし

た。 

・９月７日、９月１５日に文の京まちなか観光案内人参加希望

者に対する説明会を行いました。 

８  

９ 説明会・研修等の実施 

10 

文の京まちなか観光案内人事業（10 月～3 月の
土日祝実施） 
英語観光ボランティアとのまち歩きツアー 
日本文化体験イベント（10 月～3 月の各月 2 回
程度） 

・１０月６日、２７日に日本文化体験イベントとして、茶道体

験を実施しました。（延べ３４人） 

・１１月１０日、２４日に日本文化体験イベントとして、折り

紙会館から講師を招き、折り紙体験を実施しました。 

（延べ８０人） 

・１０月６日から文の京まちなか観光案内人事業を開始しまし

た。（１０月～１２月 ボランティア参加者数：延べ１２６人、

観光案内件数：４３８件） 

・英語観光ボランティアとのまち歩きツアーを平成３１年２月

に行う予定です。 

11 英語観光ボランティアとのまち歩きツアー 

12  

１  
 

２ 英語観光ボランティアとのまち歩きツアー 

３ 英語観光ボランティアとのまち歩きツアー 
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指定番号 
事 業 名     

２９ 展望ラウンジ超観光拠点化事業 

事業概要 

シビックセンター２５階展望ラウンジを活用した飲食イベント「Sky View Lounge BAR」を拡充しま

す。また、１階観光インフォメーションと連携し、２５階の来訪者に対して観光情報を提供し、区内の

周遊性を高めます。 

予算額(千円) ２，４２８千円 

年度末の目標 

 展望ラウンジの観光地としての一層の認知度向上につなげるとともに、区の観光等の魅力を発信

する機会とすることで、観光客の区内における周遊性を高めます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ イベント内容の検討 
・６月７日、会場設営業務委託の入札を行いました。 

・６月９日、外国人おもてなし語学ボランティア講座で、展望

ラウンジ観光インフォメーションの説明とボランティア募集

チラシを配布しました。 

・６月１８日、文京博覧会第１回実行委員会で、第２回イベン

トの事業内容の説明を行いました。 

 

５ 
イベント内容の検討、出店団体との調整、関係
各課と協議、展望ラウンジ観光インフォメーシ
ョン関係団体と協議（５～８月） 

６ 第１回イベントの委託契約 

７ 
第１回イベントの広報、第２回イベントの委託
契約 

・７月１２日、７月１３日に出店団体と打合せを行い、販売メ

ニューを確定しました。 

・イベント時における警備・清掃や、会場設営に関して施設管

理課と協議しました。 

・販売メニューについて生活衛生課と打合せを行いました。 

・区報８月１０日号やチラシ配布、区 SNS 等によるイベント周

知を行いました。 

・８月２４日、８月２５日に第１回イベントを実施しました。 

（来場者数 合計１，９８３人） 

８ 
第１回イベント実施、出店団体との調整、関係
各課と協議 

９ 
展望ラウンジ観光インフォメーション関係団体
との調整 

10 
第２回イベントの広報、展望ラウンジ観光イン
フォメーション開始 

・１０月１９日に第２回のイベント実施に関して出店団体と打

合せを行い、販売メニューを確定しました。 

・第２回イベント時における会場設営、販売メニュー等に関し

て関係部署と打合せを行いました。 

・第２回イベントについて、区報１１月１０日号やチラシ配布、

区SNS等によるイベント周知を行いました。 

・１１月１６日、１７日に第２回イベントを実施しました。 

（来場者数 合計２，１０７人） 

・観光協会と打合せを行い、展望ラウンジにおける観光案内を

平成３１年１月から実施することとしました。 

11 第２回イベント実施、次年度に向けての検討 

12  

１ 展望ラウンジ観光インフォメーション開始 
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３０ ドイツ・カイザースラウテルン市姉妹都市提携30周年記念事業 

事業概要 

ドイツ・カイザースラウテルン市との姉妹都市交流は、平成30年に30周年の節目を迎えます。また、

大塚三丁目にカイザースラウテルン広場が設置されて 25 年となります。これを記念してカイザースラ

ウテルン市姉妹都市提携30周年記念事業を実施し、相互の交流を一層深めていきます。 

予算額(千円) ８，４６８千円 

年度末の目標 

カイザースラウテルン市からの訪問団を受け入れます。これに合わせて、カイザースラウテルン

広場へカイザースラウテルン市を紹介する案内板を設置するとともに、Bーぐる・カイザースラウテ

ルン号を作製し、運行を開始します。また、区民ツアー等の参加者を中心とした区民交流組織「 (仮

称)カイザースラウテルン友の会」の結成や、カイザースラウテルンにある日本庭園と肥後細川庭園

の連携事業など、30 周年を記念した取組を展開します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
・５月から６月中旬に案内板の仕様や設置場所を関連部署等と

協議・調整し、６月下旬に契約手続を行いました。 
・５月から６月中旬にカイザースラウテルン号の運用方
法等を Bーぐる運行会社と協議しました。 

・友の会の運営方針を検討しました。 ５  

６ 
・案内板の発注 
・Bーぐるのラッピング発注 
・友の会の運営方針の検討 

７ 
・区民ツアー等参加者へ友の会結成を周知 
・両区市の日本庭園連携事業を検討 

・９月８日にカイザースラウテルン市訪問団を受入

れ、９月１０日にカイザースラウテルン広場案内板お披

露目式、Bーぐるラッピングバス「カイザースラウテルン号」

出発式、歓迎夕食会、同市訪問経験者によるOB・OG会結成式

を実施しました。 

・同市訪問団の受入について、９月議会に報告しま

した。 

・両区市の日本庭園連携事業について、９月に関係部署と協議

しました。 

８ 
・案内板の完成 
・カイザースラウテルン号の完成 

９ 

・カイザースラウテルン市訪問団受入 
・友の会結成式 
・案内板、カイザースラウテルン号披露

式典 
・区報、区ＨＰに姉妹都市交流 30 周年記念

事業を掲載 
・議会報告 

10  
・区報11月10日号及び区ホームページに姉妹都市交流30周年

記念事業の報告について掲載しました。 

・11月に、両区市の日本庭園連携事業について、カイザースラ

ウテルン市にある日本庭園協会と協議しました。 
11  

12 ・日本庭園連携事業を実施 

１ ・日本庭園連携事業実施に向けて調整（～３月） 
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３１ 災害対策の充実・強化に向けた避難所開設キットの導入 

事業概要 

現在、避難所運営協議会を中心に避難所開設訓練を実施していますが、発災当初においては、

混乱や人員不足等も想定されます。そのため、初動期に「参集した誰もが」、「躊躇なく」、「実働」

することでできるようにすることを目的として「避難所開設キット」を導入します。 

予算額(千円) ５，８１５千円 

年度末の目標 

避難所開設キットを使用した年４回の総合防災訓練や避難所運営協議会でのワークショップを実施

し、年度末には避難所３３ヵ所に導入します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 区報・HP掲載（春の避難所総合訓練） 
・区報（5/10 日）及び HP により、避難所総合訓練開催につい

て区民に周知しました。 

・文林中学校避難所運営協議会役員を対象に、避難所開設キッ

ト（以下「キット」という。）を活用したワークショップ（5/7）

を実施後、避難所総合訓練(5/27)において避難所開設までの実

践的な行動手順を実動しました。また、訓練の実施結果は、HP

に掲載しています。 

・礫川小学校避難所運営訓練(6/3)に際し、参加者全員でキット

を活用したワークショップを実施、役員以外の地域参加者にも

キットを周知しました。 

・第二四半期においては、全ての避難所に出向き、行動手順を

まとめた行動手順書に添付する写真撮影(7～8 月中)を実施す

る計画です。 

５ 
・ワークショップ開催 
（文林中学校避難所運営協議会） 
・春の避難所総合訓練 

６ 
・ワークショップ開催 
（礫川小学校避難所運営協議会） 
・区報・HP掲載（夏の避難所総合訓練） 

７ 

・HPに実施結果掲載（春の避難所総合訓練） 
・ワークショップ開催 
（明化小学校避難所運営協議会） 
・夏の避難所総合訓練 

・区報(7/10)及びHPにより、夏の避難所総合訓練について 

区民に周知しました。 

・明化小学校避難所運営協議会役員を対象に、キットを活用し 

たワークショップ(7/6)を実施し、避難所総合訓練(7/22)におい

て避難所開設までの実践的な行動手順を実動しました。訓練の

実施結果は、HPに掲載しています。 

･行動手順書に添付する写真撮影について大塚小学校、小日向台 

町小学校、礫川小学校、柳町小学校、湯島小学校、関口台町小 

学校を終了しました。残りの場所についても引き続き行い、各 

避難所の行動手順書の作成を行っていきます。 

・秋の避難所総合訓練について、区報及び HP において開催を 

周知しました。 

８ HPに実施結果掲載（夏の避難所総合訓練） 

９ 区報・HP掲載（秋の避難所総合訓練） 

10 
・ワークショップ開催 
（大塚小学校避難所運営協議会） 
・秋の避難所総合訓練 

・大塚小学校避難所運営協議会役員を対象に、キットを活用し

たワークショップ(10/10)を実施し、避難所総合訓練(10/28)に

おいて避難所開設までの実践的な行動手順を実動しました。 

・事業者から全てのキットの納入を受け、各避難所への導入に

向けて準備を進めています。 

・冬の避難所総合訓練について、区報及びHPにおいて開催を周

知しました。 

・冬の避難所総合訓練におけるワークショップは中止としまし

たが、１月 22 日に実施する避難所運営協議会において訓練に

支障のないようフォローを行います。 

11 HPに実施結果掲載（秋の避難所総合訓練） 

12 区報・HP掲載（冬の避難所総合訓練） 

１ 
・ワークショップ開催 
（旧元町小学校避難所運営協議会） 
・冬の避難所総合訓練 

 

２ 
・HPに実施結果掲載（冬の避難所総合訓練） 
・避難所運営協議会役員全体会開催（避難所開
設キットについて説明） 

３ 避難所３３ヵ所へ導入完了 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３２ 熊本地震等を踏まえた備蓄物資の充実 

事業概要 
熊本地震を踏まえた災害対策の充実・強化についての検討や、避難所総合訓練の実施結果の検証を通

じて、更なる整備が課題とされた分野に関し、備蓄物資の計画的な整備を行います。 

予算額(千円) ２５，１９９千円 

年度末の目標 

事業概要を踏まえ、選定した資器材を避難所と拠点倉庫に納入します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ ・資器材の仕様確認 
・備蓄倉庫に備蓄する資器材について、契約を締結しました。 

・現在、第２四半期の納品に向けて調整中です。 

５ ・納入業者との契約締結 

６ 
・納入業者との資器材納品スケジュール等の打 
合せ 

７ ・資器材納品 
・７月及び８月に資器材の納品を行いました。 

・一部の資器材（充電器一式、ラジオ、マット）については、

第３四半期の納品に向けて調整中です。 

８ ・資器材納品 

９  

10 ・資器材納品 

・残りの資器材(充電器一式、ラジオ、マット)について契約を

締結しました。 

・マットについて10月に納品を行いました。 

・充電器一式、ラジオについては、1 月納品に向けて調整中で

す。 11 ・資器材納品 

12 ・資器材納品 

１ ・資器材納品 
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３３ マンション管理適正化支援事業 

事業概要 

管理組合設立支援、長期修繕計画作成費助成、劣化診断調査費助成、共用部分改修費助成の 4 つの新

規事業の実施により、マンションの適正な維持管理を促進し、良好な住環境の維持・形成を図ります。 

予算額(千円) ２０，６０２千円 

年度末の目標 

各種広報媒体を活用して事業の普及を図り、より多くの実績を上げることにより、マンションの

適正な維持管理を促進します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

 
○年間を通して申請を受理し、審査、実施後に
助成します。 

・事業周知のため、区報 4/10 号、区 HP、FB に記事を掲載し

たほか、パブリシティを実施しました。また、ちらしとポス

ターを作成し、ちらしを既存事業の利用者及び 28 年度に都

と共同で実施したマンション基本情報登録調査の回答者に郵

送しました。ポスターは 5 月 14 日から 1 週間、区設掲示板

に掲示しました。さらに、CATV において 4 月 23 日から 1
週間テロップを流し、6 月 20 日から 5 日間、番組にて周知を

図りました。 
・長期修繕計画作成費助成 2 件、劣化診断調査費助成 3 件の申

請がありました。 

４ 
区報 4/10 号掲載、区HP 掲載、ちらし及びポス
ター作成 

５ 
 
区設掲示板にポスター掲示 
 

６  

７ 
 
区報②掲載 
 

・事業周知のため、区報 7/25 号に助成制度、8/10 号に管理組

合設立支援事業の記事を掲載しました。 

・長期修繕計画作成費助成 1 件、劣化診断調査費助成 2 件の申

請がありました。 
・今年度第 1 回のマンション管理セミナーを 10 月 27 日に開催

するとし、カリキュラム及び講師の選定等、準備作業を進め

ました。区報 9/25 号、区HP 及びちらしにて周知し、現在、

参加者を募集しています。 

８ 
 
区報③掲載 
 

９  

10 
 
マンション管理セミナー①開催 
 

・10 月 27 日に今年度第 1 回のマンション管理セミナーを開催

し、28 名の参加がありました。講演では、「管理組合設立の

意義」及び「マンション長寿命化のコツ～管理不全に陥らな

いために～」をテーマとし、管理組合と適正管理の重要性を

啓発するとともに、区の施策の有用性をアピールして事業の

利用促進を図りました。 

・管理組合設立支援 1 件、長期修繕計画作成費助成 5 件、劣化

診断調査費助成 1 件、共用部分改修費助成 1 件の申請があり

ました。 

11  

12  

１ 
 
区報④掲載 
 

 

２ 
マンション管理セミナー②開催 
区報⑤掲載 

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３４ 不燃化推進特定整備地区（不燃化特区）事業の推進 

事業概要 

大塚五･六丁目地区では、平成２７年１月から不燃化推進特定整備地区事業に取り組んでおり、平成

３２年度までに不燃領域率７０％に引き上げるために、老朽木造建築物の不燃化建替え等を促進してい

きます。また、平成３０年度からは住替え助成制度を追加し、市街地の防災性向上をより一層推進して

いきます。 

予算額(千円) ８７，３２２千円 

年度末の目標 

本年度の制度活用件数目標は、建替え促進助成制度１４件、危険建築物除却助成制度３件としま

す。また、助成制度について、相談会を行う等、住民や権利者にきめ細かな説明を行い、更なる制

度活用に繋げていきます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
 ５月実施予定の建替え等に関心が高い権利者等への制度利用

の案内送付は、７月実施のミニ講演会・相談会の準備に時間を

要したため、６月に実施しました。 

 制度周知及びミニ講演会・相談会の実施については、６月に

区報掲載、区ＨＰ掲載及びチラシの配布を行いました。 

  

５ 
建替え等に関心が高い権利者等へ制度利用の案
内を送付 

６ 

建替え等に関心が高い権利者等へ制度利用の案
内を送付 
制度周知のため、区報掲載及びチラシ等を配布 
ミニ講演会・相談会の実施の旨を区報掲載及び
区ＨＰに掲載 

７ ミニ講演会・相談会の実施 
７月にミニ講演会・相談会を開催しました。 

８月に不燃化特区事業及び不燃化相談ステーション開設の旨

を区報に掲載し、制度周知をしました。 
９月に建替え等に関心が高い権利者等への戸別訪問を実施し

ました。 
８ 制度周知のため、区報掲載 

９ 建替え等に関心が高い権利者等へ戸別訪問 

10 
制度周知のため、チラシ等を配布 
ミニ講演会・相談会の実施の旨を区報掲載及び
区ＨＰに掲載 

制度周知及びミニ講演会・相談会の実施について、１０月に

区報掲載、区ＨＰ掲載及びチラシの配布を行いました。 

１１月にミニ講演会・相談会を開催しました。 

11 ミニ講演会・相談会の実施 

12  

１ 制度周知のため、区報掲載 
 

２ 
制度周知のため、チラシ等を配布 
ミニ講演会・相談会の実施の旨を区報掲載及び
区ＨＰに掲載 

３ ミニ講演会・相談会の実施 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３５ 無電柱化推進計画策定 

事業概要 

都市防災機能の強化、安全で快適な歩行空間の確保、良好な都市景観の創出を図るため、文京

区無電柱化推進計画検討委員会で検討を進め、文京区無電柱化推進計画の策定を行なう。 

予算額(千円) ７，８８４千円 

年度末の目標 

文京区無電柱化推進計画を策定する。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
 

・５月１日に契約、５月２日に委託着手しました。 

 

・５月２５日の建設委員会にて、文京区無電柱化推進計画の策

定について報告しました。 

 

・６月２７日に、第１回文京区無電柱化推進検討委員会を開催

しました。 

５ 
委託契約 
議会報告（計画の策定について） 

６ 委員会の開催 

７  
 

 

 

・８月２４日に、第２回文京区無電柱化推進検討委員会を開催

しました。 ８ 委員会の開催 

９  

10 委員会の開催 

・１０月１８日に、第３回文京区無電柱化推進検討委員会を開

催しました。 

 

・１２月３日の建設委員会にて、文京区無電柱化推進計画の素

案について報告しました。 

 

・１２月６日より、文京区無電柱化推進計画の素案についてパ

ブリックコメントを実施しています。 

11 議会報告（計画の素案について） 

12 パブリックコメントの実施 

１ 委員会の開催 
 

２ 議会報告（計画の案について） 

３ 文京区無電柱化推進計画策定 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３６ 次世代自動車導入の推進 

事業概要 文京区役所の事業所としての地球温暖化対策を推進するため、次世代自動車を計画的に導入します。 

予算額(千円) １３，２９５千円 

年度末の目標 

次世代自動車を導入し、自動車から排出されるＣＯ2 を削減します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
電気自動車 2 台納車（生活衛生課・みどり公園
課） 

4/11 電気自動車 2,265,000円（生活衛生課） 

 走行距離 757ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.05ｔ-ＣＯ2 

入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.11ｔ-ＣＯ2 
 
4/19 電気自動車 2,280,000円（みどり公園課） 

 走行距離 340ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.02ｔ-ＣＯ2 

入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.05ｔ-ＣＯ2 
 
5/1 電気自動車 年間リース料441,936円（文京清掃事務所） 

 走行距離 2,083ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.13ｔ-ＣＯ2 

入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.31ｔ-ＣＯ2 
 
5/15 クリーンディーゼル車 2,990,000円（防災課） 

走行距離 530ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.1ｔ-ＣＯ2 

入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.14ｔ-ＣＯ2 

５ 
電気自動車1台納車（文京清掃事務所） 
クリーンディーゼル車1台納車（防災課） 

６  

７ 

 
 
 
 
 
 
 
 

・電気自動車（生活衛生課） 

 走行距離 594ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.04ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.09ｔ-ＣＯ2 

 

・電気自動車（みどり公園課） 

 走行距離 664ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.04ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.1ｔ-ＣＯ2 

 

・電気自動車（文京清掃事務所） 

 走行距離 5030ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.32ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.74ｔ-ＣＯ2 

 

・クリーンディーゼル車（防災課） 

 走行距離 972ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.21ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.26ｔ-ＣＯ2 

 

9/28 電気自動車 3,852,866円（危機管理課） 

 夕方納車のため走行なし 

※電気自動車（危機管理課）納車時期の変更理由は、納車準備が

早めに整ったため。 

 

８ 

 
 
 
 
 
 
 
 

９ 電気自動車1台納車（危機管理課） 
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10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・電気自動車（生活衛生課） 

 走行距離 780ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.05ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.11ｔ-ＣＯ2 

 

・電気自動車（みどり公園課） 

 走行距離 447ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.03ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.06ｔ-ＣＯ2 

 

・電気自動車（文京清掃事務所） 

 走行距離 2817ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.18ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.41ｔ-ＣＯ2 

 

・クリーンディーゼル車（防災課） 

 走行距離 953ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.2ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.25ｔ-ＣＯ2 

 

・電気自動車（危機管理課） 

 走行距離 124ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.01ｔ-ＣＯ2 

  入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.02ｔ-ＣＯ2 

 

12/1 ハイブリッド自動車 年間リース料229,824円（管理課） 

 走行距離 344ｋｍ  ＣＯ2排出量 0.03ｔ-ＣＯ2 

 入替前の車両だった場合のＣＯ2排出量 0.05ｔ-ＣＯ2 

 

11 

 
 
 
 
電気自動車1台納車（危機管理課） 
 
 
 
 
 

12 ハイブリッド自動車1台納車（管理課） 

１  
 

２  

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３７ アスベスト調査分析専門員派遣事業 

事業概要 

アスベストの飛散防止対策を推進し、健康被害を防止するため、アスベスト調査及び分析を希望する

区民の自宅等に建築物石綿含有建材調査の専門員を派遣します。 

予算額(千円) １，０２６千円 

年度末の目標 

建築物等のアスベスト調査分析を実施することにより、アスベストによる区民の健康被害の防止

を図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 

平成29年度 
3月区報掲載後、区HPにアップ 
 
平成30年度 
申請開始 
申請期間：平成30年4月2日（月）から平成31
年1月31日（木）まで（試料採取は平成31年2
月28日（木）まで） 
 
 

・区ホームページ及び区報3月25日号により、事業周知を行い

ました。 

・区民会館、交流館、地域活動センター及び環境政策課窓口に

ポスター、パンフレットを配架しました。 

・6月29日現在、本事業について4件問い合わせがありました。 ５ 

６ 

７ 
9 月 28 日現在、本事業について申請が 1 件、問い合わせが 12

件ありました。 

８ 

９ 

10 

・10月1日～8日まで区設掲示板にポスターを掲出しました。 

・12 月 28 日現在、本事業について申請が 1 件、問い合わせが

17件ありました。 

11 

12 

１ 
 

２ 

３ 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３８ 文京区民チャンネル開局30周年記念 区民参加型によるＰＲ動画制作とその活用 

事業概要 

文京区民チャンネル開局30周年記念として、区民からアイデアを募集し｢区ＰＲ動画｣を制作します。

動画制作の統括を、映画プロデューサー経験者等に関わってもらうことで、クオリティの高い文京区 

らしさのある映像作品とします。 

予算額(千円) 2,837千円 

年度末の目標 

区民との一体感を大切に取り組み、その結果としてクオリティの高い文京区らしさのあるＰＲ 

映像作品を完成させ、動画配信を行うとともに、区民ひろば等区民の目に触れる場所で放映します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
・実施概要決定 
・アイデア等募集内容決定 

アイデア募集の詳細を決定の上、募集を行うためのチラシを TCN

と協働して作成しました。また、本件動画制作の委託契約を締結し

アイデア募集のＣＭを制作しました。なお、動画制作統括者とは随

時、情報共有を図りながら進めています。 

今後、アイデア及び動画制作参加者の募集を、区報やＳＮＳ、ＣＡ

ＴＶなどさまざまな媒体で周知します。 

５ 

・チラシ内容案決定 
・番組制作委託事業者及び東京ケーブルネット  
ワーク株式会社（TCN）との契約 

・ＣＭ等周知内容検討 

６ 
・本事業の具体的方向性について関係者と打合せ 
・事業周知用ＣＭの制作及びSNSで拡散 
・動画制作参加者募集内容決定 

７ アイデア及び動画制作参加者募集周知開始 
アイデア及び動画制作参加者の募集を、区報やチラシ配架、地域ま

つり参加及び各種団体説明などさまざまな方法で行った結果、多く

のアイデアと動画制作参加者の応募がありました。 

今後、動画制作委員会（第 1 回 10/3）において、動画制作参加者

と動画制作統括者・委託事業者とともに企画・構成・広報について

検討するとともに、制作過程をSNSで発信することで、区民との継

続的な関わりを大切にしながら制作を進めます。 

８ 
・アイデア募集 
・動画制作参加者決定 

９ 
動画制作委員会（第１回） 
（顔合わせ、区が提案するテーマについて説明し
意見をもらう） 

10 

動画制作委員会（第１回） 
（顔合わせ、区が提案するテーマについて説明し
意見をもらう） 
動画制作委員会（第２回） 
（全体の方針、構成の決定検討） 

10月～11月（計4回）の動画制作委員会において、動画の方針及

び構成について決定し、その後、撮影する箇所の絞り込み及び撮影

許可を得る手続きを経て、12月より撮影を開始しました。 

今後、区民のアイデアが生きた、文京区らしさのあるＰＲ 映像作

品となっているか随時確認を行いながら、2月仮完成に向けて進捗

管理を行います。 

12 月に予定されていた第 5 回動画制作委員会は調整の結果、撮影

の進捗報告と動画完成後の広報について意見交換を行うため 2 月

に開催することとしました。引き続き、動画制作参加者に撮影に立

ち会ってもらうなど、制作過程を共有し、参加感を大切にしながら

制作を進めます。 

 

11 
動画制作委員会（第３回、第４回） 
（撮影、制作過程SNS発信構成の検討と決定） 

12 
動画制作委員会（第５回） 
（編集、音声調整、制作過程SNS発信等） 
撮影先調整及び撮影 

１ ＰＲ動画仮完成撮影  

２ 
動画制作委員会（第５回） 
（撮影の進捗報告、動画完成後の広報について等） 
確認、校正作業、納品 PR動画仮完成 

３ 

・確認、校正作業、納品 
・動画制作委員会（第6回） 
（動画仮完成内容の確認、振り返り） 
・動画の公開（区民ひろば等での放映予定動画配
信開始） 
・メイキング動画の完成 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

３９ 効果的・効率的な区有施設の維持・保全 

事業概要 

区有施設の適切な維持保全のために、保守委託による技術員を派遣し小破の修理を行います。 

施設管理部内での検討により、担当職員等を対象に維持保全研修会を行い、日常管理の理解を深めて

もらいます。 

予算額(千円) １４，５１９千円 

年度末の目標 

技術員及び区有施設の所管課による効率的な建物の維持保全を図ります。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
・委託業者入札 
・技術員による建物及び設備の修理 

・巡回保守委託業務契約依頼・契約決定（４月上旬） 

・小破修理依頼件数 99件 うち巡回保守実施件数 84件 

・施設管理部職員による維持保全研修会実施に向けた協力者と

の打ち合わせ（２回実施） 

５ 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の準備 

６ 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の準備 

７ 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の準備 

・小破修理依頼件数 117件 うち巡回保守実施件数 85件 

・施設管理部職員による維持保全研修会実施に向けた協力者と

の打ち合わせ（４回実施） 

８ 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の準備 

９ 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の準備 

10 
・技術員による建物及び設備の修理 
・施設管理部職員による研修会の実施 

・小破修理依頼件数 80件 うち巡回保守実施件数 69件 

・施設管理部職員による維持保全研修会を10月12日に実施 
11 ・技術員による建物及び設備の修理 

12 ・技術員による建物及び設備の修理 

１ ・技術員による建物及び設備の修理 
 

２ ・技術員による建物及び設備の修理 

３ ・技術員による建物及び設備の修理 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４０ 特別養護老人ホーム文京大塚みどりの郷の大規模改修 

事業概要 
文京大塚みどりの郷をサテライト型特別養護老人ホームに再整備するとともに、経年劣化により低下

した建物躯体、建築設備等の機能を回復させるための大規模改修を民間事業者主体により実施します。 

予算額(千円) ５９８，２０１千円（当初予算） 

年度末の目標 

サテライト型特別養護老人ホームの平成 31 年度開設に向けて、利用者に対する影響を極力軽減す

るよう配慮しながら、安全に改修工事を進めます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 民間事業者による準備工事 

民間事業者が準備工事及び仮設工事を実施しました。 ５ 民間事業者による仮設工事 

６ 民間事業者による仮設工事 

７ 民間事業者による仮設工事 
・民間事業者による仮設工事が終了し、９月14日に消防検査、 

９月19日に移転前検査が行われました。 

 

・10月１日の移転に向けて、民間事業者が９月25日に利用者・

家族及び居宅介護支援事業所向け移転前見学会を開催しまし

た。 

８ 民間事業者による仮設工事 

９ 
仮設文京大塚高齢者在宅サービスセンターに移転 
民間事業者による改修工事 

10 民間事業者による改修工事 

・10月１日、仮設文京大塚高齢者在宅サービスセンターに建物 

内移転を行いました。 

 

・民間事業者が改修工事を開始しました。 

11 民間事業者による改修工事 

12 民間事業者による改修工事 

１ 民間事業者による改修工事  

２ 
民間事業者による改修工事 
文京大塚高齢者在宅サービスセンター現状復帰 

 

３ 民間事業者による改修工事  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４１ 大塚福祉作業所の大規模改修 

事業概要 
経年により老朽化した大塚福祉作業所の施設、設備の機能を回復し、円滑な事業運営を確保するため、

改修工事を行います。 

予算額(千円) １９４，１７３千円 

年度末の目標 

建物内に仮設施設を整備し、事業を継続して行うに当たり、利用者への影響を極力軽減するよう配慮し

ながら、安全に改修工事を進めます。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 準備工事 
・事業者による準備工事、仮設工事を行いました。 

・6 月 8 日の保護者連絡会で、仮設施設への利用者の移転スケ

ジュールについて説明を行いました。 

５ 仮設工事 

６ 仮設工事 

７ 仮設工事 
・事業者による仮設工事が終了し、7月23日に移転前検査、25

日に消防検査を行いました。 

・8月1日の移転に向けて、7月27日に利用者向け、28日に保

護者向けに仮設福祉作業所の内覧を行い、29 日から 31 日に引

っ越し作業を行いました。 

・8月1日から、仮設福祉作業所における事業を開始しました。 

・福祉作業所部分の改修工事を開始しました。 

８ 
仮設福祉作業所へ移転・事業継続 
改修工事 

９ 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

10 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

・仮設福祉作業所において事業を継続しました。 

・引き続き、事業者による福祉作業所部分の改修工事を行いま

した。 

11 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

12 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

１ 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

 

２ 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 

３ 
仮設福祉作業所で事業継続 
改修工事 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第3四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４２ 旧区立特別養護老人ホームの大規模改修 

事業概要 

経年により老朽化が進んでいる旧区立特別養護老人ホーム（大塚みどりの郷を除く）について、円滑

な事業運営を確保するため、施設・設備等の機能を原状回復する工事を入所者及び利用者のいる施設の

運営を継続しながら順次行います。なお、今年度は、特別養護老人ホーム文京くすのきの郷大

規模改修工事実施設計等委託事業者を公募型プロポーザルにより募集し、実施設計等業務を実施し

ます。 

予算額(千円) ２９，１６０千円 

年度末の目標 

特別養護老人ホーム文京くすのきの郷の大規模改修に当たり、実施設計業務に着手します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
事業者公募開始 
事業説明会、現地見学会、選定委員会 

 

・４月２日 大規模改修工事実施設計等委託事業者の公募を 

開始しました。 

・４月18日 事業説明会及び現地見学会を開催しました。 

・４月27 日 第一回選定委員会を開催し、第一次審査を実施し

ました。 

・６月29 日 第二回選定委員会を開催し、第二次審査及び、委

託事業者の選定を実施しました。 

５  

６ 選定委員会 

７ 
事業者決定 
契約締結 

 

・７月６日 委託事業者を決定しました。 

 

・７月30日 区と委託事業者が契約締結をしました。 

 

・８月～毎週水曜日（一部未開催日有り） 

福祉政策課、整備技術課、運営事業者及び委託事業者による 

定例打合せを開催しました。 

８ 事業者による現地調査、実施設計 

９ 事業者による現地調査、実施設計 

10 事業者による現地調査、実施設計 

 

・10月～12月 委託事業者による現地調査を実施しました。 

 

・毎週水曜日（一部未開催日有り） 

福祉政策課、整備技術課、運営事業者及び委託事業者による 

定例打合せを開催しました。 

 

11 事業者による現地調査、実施設計 

12 事業者による現地調査、実施設計 

１ 事業者による現地調査、実施設計 
 

２ 事業者による現地調査、実施設計 

３ 事業者による現地調査、実施設計 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４３ 公園再整備事業 

事業概要 

区立の公園、児童遊園をより安全・安心で快適なものとするため、公園再整備基本計画に基づき、地

域主体の区民参画による計画的な公園の再整備を行います。 

予算額(千円) ３３５，５６７千円 

年度末の目標 

お茶の水公園については、再整備に向けて、区民参画の意見交換会を経て実施設計を行う予定で

すが、敷地が史跡湯島聖堂に指定されていることから、今後の文化庁との協議によっては、執行計

画が遅れる可能性があります。 

関口一丁目・根津二丁目・真砂児童遊園の３園については、再整備工事を実施し、今年度中の完

了及び開園を目指します。また、六義公園については、今年度より再整備工事に着手し、来年度中

の完了及び開園を目指します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
・5月11日 関口一丁目児童遊園の工事に着手しました。 

 

５ 工事着手（関口一丁目児童遊園） 

６  

７ 設計等委託着手（お茶の水公園） 
・9月22日 関口一丁目児童遊園の工事が完了しました。 

・9月26日 お茶の水公園の設計に着手しました。 

・9月28日 六義公園の工事議決が完了しました。 

８  

９ 

工事完了（関口一丁目児童遊園） 

工事議決・着手（六義公園） 

設計等委託着手（お茶の水公園） 

第１回意見交換会（お茶の水公園） 

10 工事着手（根津二丁目・真砂児童遊園） 
・10月1日 六義公園の工事に着手しました。 

・10月4日 根津二丁目児童遊園と真砂児童遊園児童遊園の工

事に着手しました。 

・12 月 18 日 お茶の水公園の第１回意見交換会を開催しまし

た。 
11 第２回意見交換会（お茶の水公園） 

12 第１回意見交換会（お茶の水公園） 

１  
 

２  

３ 
設計等委託完了（お茶の水公園） 

工事完了（根津二丁目・真砂児童遊園） 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４４ 誠之小学校改築 

事業概要 

既存校舎の解体工事、埋蔵文化財調査、改築校舎の建築工事を実施します。 

予算額(千円) ２，４１２，３７４千円 

年度末の目標 

改築校舎の建築工事を開始します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
校舎解体：石綿撤去工事、内外装撤去工事等 
校舎建設：工事発注 

校舎解体： 

 ４月 建物内外部の石綿含有建材等の撤去工事を実施しまし

た。 

 ５月～ 校舎躯体解体工事を実施中です。 

 

校舎建設： 

４月に工事発注を行いましたが、入札が成立しませんでした。

再度の工事発注に向けて関係部署と調整中です。 

５ 
校舎解体：解体工事 
校舎建設：仮契約 

６ 
校舎解体：解体工事 
校舎建設：本契約 

７ 校舎解体：解体工事、完了検査 
校舎解体： 

 ７月下旬 解体工事が完了し検査を受検しました。 

 

埋蔵文化財調査： 

 ８月～ 校舎解体跡地の埋蔵文化財調査を実施中です。 

 

校舎建設： 

 ９月 工事を発注しました。 

８ 校舎建設：埋蔵文化財調査、準備工事 

９ 校舎建設：埋蔵文化財調査、工事発注準備工事 

10 校舎建設：埋蔵文化財調査、仮契約準備工事 

校舎建設： 

 １０月下旬に施工業者と仮契約を行い、１１月中旬に議会承

認を受け、本契約しました。工事着手に向け準備作業を実施

中です。 

 

埋蔵文化財調査： 

 １１月末 校舎解体跡地の埋蔵文化財調査が完了しました。 

11 校舎建設：埋蔵文化財調査、本契約準備工事 

12 
校舎建設：準備工事仮設工事、解体工事、 

根切・山留工事 

１ 
校舎建設：準備工事仮設工事、解体工事、 

根切・山留工事 

 

２ 
校舎建設：仮設工事、解体工事、 

根切・山留工事 

３ 
校舎建設：仮設工事、解体工事、 

根切・山留工事 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４５ 明化小学校等改築 

事業概要 

明化小学校及び明化幼稚園の改築に向け、実施設計、埋蔵文化財試掘調査、耐力度調査、仮設校舎の

実施設計等を実施します。 

予算額(千円) １４７，６９４千円 

年度末の目標 

改築校舎の実施設計を完了するとともに、仮設校舎の実施設計、申請業務等を開始します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 改築工事の実施設計、耐力度調査 
前年度から継続中の改築工事の設計を実施しています。 

解体工事の実施設計については、作業手順の変更により、第

２四半期以降での実施を予定しています。 

明化幼稚園耐力度調査、埋蔵文化財試掘調査については、受

託者を決定し、委託契約しました。耐力度調査については、現

場調査等を実施中、埋蔵文化財試掘調査については、８月上旬

からの実施に向け準備中です。 

５ 
改築工事の実施設計、耐力度調査、埋文調査準
備 

６ 
改築及び解体工事の実施設計、耐力度調査、埋
文調査準備 

７ 
改築及び解体工事の実施設計、耐力度調査、埋
文調査 

改築及び解体工事の実施設計を行っています。 

仮校舎の長期賃貸契約については、関係部署と調整を図りな

がら発注準備を進めています。 

明化幼稚園の耐力度調査については、８月下旬に報告書を受

領、完了検査を行いました。 

埋蔵文化財試掘調査については、８月上旬から下旬にかけて

実施しました。調査の結果、遺構・遺物が検出されたため、本

格調査の実施に向け、検討を開始しました。 

８ 
改築及び解体工事の実施設計、耐力度調査、埋
文調査 

９ 
改築及び解体工事の実施設計、埋文調査 
仮設校舎の長期賃貸契約の発注準備 

10 
改築及び解体工事の実施設計、申請業務 
仮設校舎の発注 

改築及び解体工事の実施設計を行っています。 

建築確認に係る各種申請関係の事前打合せや申請、説明会を

行い、計画通知手続きを実施中です。 

仮校舎の長期賃貸借契約については、埋蔵文化財試掘調査に

よる全体事業計画の見直しに伴い、今年度中の契約締結は見送

り、来年度当初の契約締結を予定しています。 

  

11 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 

12 
改築及び解体工事の実施設計、申請業務 
仮設校舎の契約、実施設計 

１ 
改築及び解体工事の実施設計、申請業務 
仮設校舎の実施設計 
仮設校舎の長期賃貸借契約の発注準備 

 

２ 
改築及び解体工事の実施設計、申請業務 
仮設校舎の実施設計 
仮設校舎の発注 

３ 
改築及び解体工事の実施設計 完了、検査 
仮設校舎の実施設計 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４６ 柳町小学校等改築 

事業概要 

柳町小学校・柳町こどもの森等の改築に向け、実施設計、耐力度調査を実施します。 

予算額(千円) ８０，５１３千円 

年度末の目標 

改築校舎の実施設計及び耐力度調査を完了する。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 改築工事の実施設計、耐力度調査 
前年度から継続中の改築工事の設計を実施しています。 

一部設計の見直し（消防団施設の整備に係る検討）を行って

いるため、当初の工程より遅れています。 

また、柳町こどもの森の耐力度調査の受託者を決定し、委託

契約しました。現場調査等を実施中です。 ５ 改築工事の実施設計、耐力度調査 

６ 改築工事の実施設計、耐力度調査 

７ 改築工事の実施設計、耐力度調査 
引き続き、学校や関係部署等と調整を図りながら、改築校舎

の実施設計を行っています。 

また、柳町こどもの森の耐力度調査については、引き続き現

場調査等を実施し、8 月末には報告書を受領し、完了検査を行

いました。 

 

８ 改築及び解体工事の実施設計、耐力度調査 

９ 改築及び解体工事の実施設計 

10 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 

改築及び解体工事の実施設計を行っています。 

 

11 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 

12 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 

１ 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 
 

２ 改築及び解体工事の実施設計、申請業務 

３ 
改築及び解体工事の実施設計完了、検査、申請
業務 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４７ 学校施設の快適性向上 

事業概要 

① 礫川小学校内装改修その他工事（1期） 

工期：平成30年6月上旬～平成30年12月中旬 

② 関口台町小学校内装改修その他工事（1期） 

工期：平成30年5月中旬～平成30年12月下旬 

③ 金富小学校内装改修その他工事（1期） 

工期：平成30年5月中旬～平成30年12月下旬 

④ 根津小学校内装改修その他工事（3期） 

工期：平成30年6月上旬～平成30年11月下旬 

⑤ 駒本小学校内装改修その他工事（1期） 

  工期：平成30年6月下旬～平成31年3月中旬 

⑥ 第一中学校内装改修その他工事（2期） 

  工期：平成30年6月上旬～平成30年12月下旬 

⑦ 第三中学校内装改修その他工事（1期） 

工期：平成30年5月中旬～平成30年12月中旬 

⑧ 第九中学校内装改修その他工事（1期） 

工期：平成30年6月上旬～平成30年12月中旬 

⑨ 文林中学校内外装改修その他工事（3期） 

工期：平成30年5月中旬～平成30年12月中旬 

 

予算額(千円) １，６０１，７１１千円 

年度末の目標 

礫川小、関口台町小、金富小、根津小、駒本小、第一中、第三中、第九中、文林中（9 校）の内

装改修工事を完了します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 
【礫川小】【関口台町小】【金富小】 
【根津小】【駒本小】【第一中】【第三中】 
【第九中】【文林中】工事発注 

【関口台町小】【金富小】【第三中】【文林中】 

４月に工事発注、５月中旬に施工者を決定し、工事契約しま

した。現場調査等を実施し、施工準備中です。 
【礫川小】【根津小】【第一中】【第九中】 

４月に工事発注、６月上旬に施工者を決定し、工事契約しま

した。現場調査等を実施し、施工準備中です。 

【駒本小】４月に工事発注、５月中旬に施工者を決定し、６月

下旬に議会の議決を得て工事契約しました。現場調査等を実

施し、施工準備中です。 

５ 
【関口台町小】【金富小】【第三中】【文林中】 
 工事契約 

６ 

【関口台町小】【金富小】【第三中】 
【文林中】 準備工事 
【礫川小】【根津小】【駒本小】【第一中】 
【第九中】工事契約、準備工事 

７ 
【礫川小】【関口台町小】【金富小】 
【根津小】【駒本小】【第一中】【第三中】 
【第九中】【文林中】 仮設工事、撤去工事 

【礫川小】【関口台町小】【金富小】【根津小】【駒本小】 

【第一中】【第三中】【第九中】 

７月中旬から下旬より仮囲い・養生等の設置を行い、石綿含

有建材撤去、その他撤去工事を実施しました。普通教室（根津

小・第九中を除く）、廊下・階段等の床・壁・天井面等の塗装改

修工事や内装改修工事、廊下に面する建具の設置及び便所部分

の改修工事等を実施しました。また付帯する設備工事を実施し

ました。 

８月末に、２学期から使用する普通教室の工事を完了し、学

校に引渡しを行いました（礫川小・関口台町小・金富小・駒本

小・第一中・第三中）。また便所改修工事は、９月下旬に駒本小

８ 

【関口台町小】【金富小】【駒本小】【第三中】 
撤去工事、普通教室・廊下等の内装改修工事、
便所改修工事、普通教室等一部検査、引渡し 

【根津小】【第九中】 
撤去工事、廊下等の内装改修工事、 

 便所改修工事 
【文林中】石綿撤去工事 
【礫川小】【第一中】 
撤去工事、普通教室の内装改修工事、便所改

修工事、普通教室等一部検査、引渡し 
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９ 

【礫川小】【関口台町小】【金富小】【根津小】 
【駒本小】【第九中】 
廊下等の内装改修工事、便所改修工事 

【第一中】【第三中】便所改修工事等 
【文林中】廊下の内装改修工事 

学校の１階部分、第一中学校の体育館棟部分を完了し、学校に

引渡しを行いました。 

９月末現在、廊下等の内装改修工事、便所改修工事の作業を

行っています。 

【文林中】 

７月下旬より仮囲い・養生等の設置を行い、石綿含有建材撤

去、その他撤去工事を実施しました。９月上旬から廊下の内装

改修工事の作業を行っています。 

10 

【礫川小】【根津小】【駒本小】【第九中】 
 廊下等の内装改修工事、便所改修工事 
【関口台町小】【金富小】【第一中】【第三中】 
便所改修工事等 

【文林中】廊下の内装改修工事 

【礫川小】【根津小】【駒本小】【第九中】 

 10～11 月 廊下等の内装改修工事や便所改修工事等を実施

しました。作業は学校運営等に配慮して、主として放課後や土

日等を活用して実施しました。 
【関口台町小】【金富小】【第一中】【第三中】 

 10～11月 便所改修工事等を実施しました。作業は学校運営

等に配慮して、主として放課後や土日等を活用して実施しまし

た。 

【文林中】 

10～11月 渡り廊下の内装改修工事を実施しました。 

【礫川小】【関口台町小】【金富小】【根津小】 

【第一中】【第三中】【第九中】【文林中】 

12月上旬から下旬にかけて完了検査、引渡しを行いました。 

 

11 

【駒本小】【第九中】 
廊下等の内装改修工事、便所改修工事 

【根津小】 
廊下等の内装改修工事、完了検査、引渡し 

【関口台町小】【金富小】【第一中】【第三中】 
便所改修工事等 

【礫川小】【文林中】廊下の内装改修工事 

12 

【礫川小】【金富小】【第一中】【第三中】 
【第九中】【文林中】完了検査、引渡し 
【駒本小】廊下等の内装改修工事 
【関口台町小】 
便所改修工事等、完了検査、引渡し 

１ 【駒本小】廊下等の内装改修工事 
 

２ 【駒本小】廊下等の内装改修工事 

３ 【駒本小】完了検査、引渡し 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４８ 外壁・サッシの改修 

事業概要 

①  指ヶ谷小学校外壁サッシ改修工事（2期）  工期：平成30年6月上旬～平成30年11月下旬 

②  根津小学校外壁サッシ改修工事（3期）   工期：平成30年6月上旬～平成30年11月下旬 

③  文林中学校外壁サッシ改修工事（2期）   工期：平成30年5月中旬～平成30年12月中旬 

④  湯島小学校外壁サッシ改修工事（実施設計） 工期：平成30年7月下旬～平成31年2月下旬 

予算額(千円) ２５３，０００千円 

年度末の目標 

指ヶ谷小学校外壁サッシ改修工事（2 期）、根津小学校外壁サッシ改修工事（3 期）、文林中学校外

壁サッシ改修工事（2 期）及び湯島小学校外壁サッシ改修工事の実施設計を工期内に完了します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４ 【指ケ谷小】【根津小】【文林中】工事発注 
【文林中】４月に工事発注、５月中旬に施工者を決定し、工事

契約しました。５月下旬から現場調査等を実施し、施工準備中

です。 

【指ケ谷小】【根津小】 

４月に工事発注、６月上旬に施工者を決定し、工事契約しま

した。現場調査等を実施し、施工準備中です。 

 

５ 【文林中】工事契約 

６ 
【文林中】準備工事等 
【指ケ谷小】【根津小】工事契約、準備工事等 

７ 
【指ケ谷小】【根津小】【文林中】仮設養生 
【根津小】【文林中】石綿撤去工事 
【湯島小】設計委託契約 

【指ケ谷小】【根津小】【文林中】 

７月下旬から足場設置等の仮設工事、石綿撤去工事（根津小・

文林中のみ）、外壁塗膜除去・調査、補修後の外壁塗装工事、サ

ッシ撤去・取付けを行いました。９月から指ケ谷小、根津小の

一部で仮設足場解体等を実施しています。 

【湯島小】 

７月下旬、設計業者決定、委託契約し、現場調査及び設計業

務を実施中です。 

 

８ 

【根津小】【文林中】石綿撤去工事 
【指ケ谷小】【根津小】【文林中】 
外壁調査、外壁補修、サッシ撤去・取付け 

【湯島小】設計業務 

９ 

【指ケ谷小】【根津小】【文林中】 
外壁調査、外壁補修、サッシ撤去・取付け、
塗装工事、仮設足場解体等 

【湯島小】設計業務 

10 
【指ケ谷小】【根津小】【文林中】 
外壁補修、塗装工事、仮設足場解体等 

【湯島小】設計業務 

【指ケ谷小】【根津小】 

10月に外壁塗装等を行い、施工完了部分から順次、足場解体

を行いました。 

11月に仮囲い等を撤去、12月初旬に完了検査を受検し、引渡

しを行いました。 

【文林中】 

10～11月に外壁塗装等を行い、11月下旬から足場撤去部の外

壁塗装等を行いました。12月中旬に完了検査を受検し、引渡し

を行いました。 

【湯島小】 

 現場調査や打合せ等を行いながら、設計業務を実施中です。 

11 

【指ケ谷小】【根津小】塗装工事、仮設足場解体、 
完了検査、引渡し 

【文林中】塗装工事、仮設足場解体等 
【湯島小】設計業務 

12 
【文林中】完了検査、引渡し 
【湯島小】設計業務 

１ 【湯島小】設計業務 
 

２ 【湯島小】設計業務、検査 

３  
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

４９ 校庭の改修 

事業概要 

駕籠町小学校校庭改修工事（実施設計） 

 工期：平成30年９月下旬～平成31年３月中旬 

予算額(千円) ３，３８１千円 

年度末の目標 

駕籠町小学校校庭改修工事の実施設計を工期内に完了します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
 

５  

６  

７  
８月 設計委託業務を発注しました。 

９月下旬 設計委託業者が決定し、契約しました。 

 

８ 設計委託発注 

９ 設計委託契約 

10 設計業務 

 現場調査や打合せ等を行いながら、設計業務を実施中です。 

11 設計業務 

12 設計業務 

１ 設計業務 
 

２ 設計業務 

３ 設計業務、検査 
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平成30年度 主要事業進行管理執行計画書・進行状況報告書（第３四半期） 

指定番号 
事 業 名     

５０ 給食室の整備 

事業概要 

大塚小学校給食室の改修工事実施設計を行います。 

工期：平成30年7月下旬～平成31年2月下旬 

予算額(千円) ６，７０９千円 

年度末の目標 

大塚小学校給食室改修工事の実施設計を工期内に完了します。 

月 執行計画 四半期実績・課題等 

４  
６月 設計委託業務を発注しました。 

５  

６ 設計委託発注 

７ 設計委託契約 
７月下旬 設計業者が決定し、契約しました。現場調査及び

設計業務を実施中です。 

 

８ 設計業務 

９ 設計業務 

10 設計業務 

現場調査や打合せ等を行いながら、設計業務を実施中です。 

11 設計業務 

12 設計業務 

１ 設計業務 
 

２ 設計業務、検査 

３  
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